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全国教育研質所連盟は，昭和32年度に勤労青少年に関する共同研究として，
「中学校卒業後における勤労青年の職業生活の推移と職業教育の機会?とつい
て」と題して，全国的規模にわたる調査を実施した。昭和33年度には，さらに
その調査をうけて，第二年次調査を実施することになったが，本県立教育研究
所{:" .この共同研究の一鳴として，西蒲原郡岩室村における農耕青少年の人間
形成に取り組むことになり， 33年8月下旬， 9日聞を費して， 16〆才から25オーま
での男女青少年41名主の面接調査を実施した。
これからのべることは，その調査から取材した資料を中心に，農耕青少年の
人間形成じそれにつらなる教育の問題を考察して，広く，農耕青少年教育方
策機立のための基礎資料を提供したい。
第一節 問題意識と調査視点，調査概要
1.農村青少年教育の問題点
農村青少年の教育問題に取り組むとき， r今日までの青少年」ないし「今日ー
の青少年」を通じ，さらに「明日め青少年Jにつながる根本問題は，教育の現
実態が，家族共同体のうえに成り立っている過少農経営を基盤とする，家族主
義の上にささえられているということでなかろうか。そうした農村の社会的，
経済的諸条件が，ねきさしならない重みをもってr いまも農村青少年の頭上に
かぶさっているという事実である。
そういう環境条件のもとで，農村祉会の近代化を意歯する場、合，少なくとも
家族主義の教育からの解放が，大きな問題となることはいうまでもない。それ
はいろいるの方向をたどるでおろうが，犬まかな課題として提起するならば，
① 伝統と権威でしめられている旬、ん7や。こっI!にたよる教育から，科学
的にものをみ，考え，実践する自発性，創造性豊、かな教育へ。
② d埋没的"とか d諦観的"とかいわれ否没主体的生活態度からぬけ出して
d自主的1/jj主体的fI生活態度をつちかう教育へ。
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③ 長子尊重の教育から，各家族成員の生活尊蚕へと解放される教育へ。
@ 自給自足的生産のみの教育から，貨幣経済，世界市場ヘと広がりつながる
教育へ。
といった数々の教育課題を考えることができる。
しかし，ここで注意しなければならないのは，家族主義からの自由の方向の
みを見て，家族主義を離脱してはならないというととである。むしろ家族主義
は，新しい教育の出発すべき基盤であって，玉県突には，農村教育の母胎は厳ι
して家族の中に存在するのである。 ζの事実をふまえながらも，そこから自由
を生みうる教育に足をつけていくことが，歴史的，社会的発展過程をたどって
今日に友んだ，農村教育の前進となることを忘れてはならない。
2.調査の視点と教育対策へのつながり
農耕青少年の人間形成を，室長を中核に，近隣，部落r 地域等，農村社会のお
かれている近代的， あるいは前近代的色あいのおりなす重層構造の巾でとら
え.そこにある人間関係の基本的なあり方やr そうした人間関係の白で伝達，
形成されてし、く生活意識や行動をとおして青少年が，人間関係にいかに対応し
生産や社会的しくみの中でそれらと取り組みながら.それらを変革していくも
の，すなわち，白覚的主体者としての自己をどのように形成していきつつある
かをみようとしたのである。いわば人間解放の発展性ともいうべきものを9 家
族共同体の中で生活し労働し思考している日常生活のあり方を恥むに取材し
ようというわけである。
それでは，そうした観点からとらえられる青少年の意識行動を，どのように
教育(主として公的な)に接近させたらよいのでめろうか。
勤労青少年の教育を考える場合p 生活に即した具体的な教育を実現すること
が，社会生活，職業生活にはいっている人たちに対して長込効果的であり、ま
た望ましいといわれてし唱。それはp 働くとしヴ生活をもたない学校の生徒に
対する，働〈生活への準備教育とは，おのずから遣った教育がうちたてられね
tまならないからでおる。
農耕青少年は，現に農業がもっ技術.労働条件，人潤関係に対応して生活
し，そこには，勤労と学習を耕淀する諸条件が内在している。教育を考える場
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令，環境条件が霊要なものとなるこ土はいうまでもないが，さらに青少年が，
それらの環境条件にYれだけ対決し，それを克服する資質がどのように形成さ
れているかを見逃してはならない。それは，青少年の将来の生活に対しての意
義づけを明確:こすることであり，かれらの直面している課題解決への客観的位
置づけを吋詑にするからである。こうして集められる具休的な問題と事実は，
教育をより具体的にするなんらかの解答ともなるであろう。こうした考えか
ら，調を内字を資料として提示し，それら資料‘会考察することによって，農耕
青少年の人間形成之，それらにまつわる教育対策を検討してい〈ことにする。
3.調査の概要
岩室村調査は， 3郁落， 41人の背少年とその家主矢(主として農業経営の主体
王者〕に.それぞれ別々に個々面接を実施した。別表でわかる〉おり，男子18人
女子は23人の現に農業eこ従事している25才以下の青少年で， うちニ， -男は3
人(うち2人は他付からの年雇)しかいなかった。これは去っー室村の全体的傾向
を物語るものであって，昭和32年，県社会教育課で調倉した同村のく働〈青少
年の実態>によれば〈注:〉，農業従事二，三男は，農耕青年140人中33人とな
っている。しかもこの中には，他村からの年震が相当数はいっているとみられ
るから，ここでは，柿原地務共通の二，三男温存問題はあまり見られず，村の
農耕青少年教育対策は男子では，長男層lこしぼってゆけるこFになるようであ
る。なお，この調た終了後県社会教育課でも集図面接と質問紙による I若年;調査
を実施し，木ìiJf~'UìWも協力して参加するとともに，それらの澗売をとおしてこ
の商接調奈の裏づけとすることができた。
中学校卒業年度別男女別調査人員
誌な別I33 i 32 1 27 26 官十
(男 1 一 2 5 H 女 一 2 9 B 
一 一 3 9 
2 2 4 1 
T { 労女 一 . 一 4 一 一. 3 
備考|総昔| 児 18 女 23 く父母〉 男13 女 12
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く注 1) この概査は，勤労背少年の基礎的調査のひな型として行われ，岩室村の
全青少年約 1000人を対象として質問紙調査を突施し， 820人からの回答をえて，そ
の結果をく働く青少年の笑態〉として集録し，勤労脊少年教育計百樹立のための恭
礎資料として，市町村教委へ配布したものである。
第二節長男の生産生活と人間形成
1.資料
これかb記載する資料は，長男層の，主として生産生活と人間形成の関係を
みようとしているものである。そのうち，はじめのY，G両君は高校段階年令
にある若者であり， K， S両君は20才前後の，すでに農業経営の実際事?まかせ
られている前途ある青年である。これら4名の青年は2 いずれも長男として農
事にはげんでいるが，かれらは単なる年令の差とみられない，いろいろの問題
を提示してくれている。調益資料は，他の長男層についても10数名ゐるのであ
るが，それらの結果もあわせ考えることによってP 人間形成にまつわる教育の
問題を展開する意図である。なおW君は，岩室村の出身者ではないが，年雇長
男のー事例としてのせ，あわせて参考といたしたい。
(1) Y君 昭和32.3，中本，父 (50)母性的の長男。 2人の姉は嫁して妹1
人の4人家旅。回 1田T8反，畑3買を耕作している中農家庭。
本人は中卒後，農高への入学を強〈希望したらしいが，入手不足を弼由に断
念7せざるをえなかった。在学中はどの子どもに対しても勉強本位で，あまり手
伝いはさせなかった主母が語っていたが，本人は牛馬を使うことができたとい
うから.農業への関心は一相当あったと思われる。その意欲が，中卒の年結成さ
れた岩室4Hクラ:グヘ入会させた。ところがこの会は金村的広がりで組織され
しかも男7・3名，女子8名，会長は農高出で， Y君の部落からは3キロ余も離
れており，広域なタラブ員構成が，その生命とする共同研究体制をはばんでし
まっている。昨年は畑作共同プロジェグトとしてかんらんの栽培を，今年も豆
かぶの栽培を取り上げ，さらに桐人プロを各同一つずつやるこ主になっている
- 4 ー
という。 Y君は課題として， 気象条件と稲の生育に関する研究を取上げてい
る。
ところがせっかくこうした意欲的な研究題目を選定はしたが， このプロジェ
クトをどういう観点から， どのように研究していったらよいかに，適切な方法
をもっていないことがわかった。 「はじめてだすけ何やっていいか」 と述懐
し， さらに「どうしてもよるのがまちまちだすけね。それに女ばかりいっぱい
で，女子に話してもそういうのやっていないすけね。」と，共同学習の末熟さ
主機会の少ないことをのベ，そう したあい路を克服して， 4H本来の活動が展
開できる方法見ついて， 「部落ごとにまとまって， それが村というと2こになれ
ば理想的なんだがね。」とはっきりしている。
さらに4H運営の実態にふれ， 「去年あたり普及事務所の人も，畑作の作付
計画なんかしてくれたのですがね。 しねかった。こっちはしてくんねばそっと
しておくもんばっかしだし，その人たちもこないので， まあ名前ばっかみたい
なもんで， こういうのは農協あたりで指導員がいるのだから， クラブの顧問に
してめんどうみてもろうようにせばいいと思!うんだろもね仇われわれが自主的
にせばいいんだろもね。知識がねてだめだすけさ。」と，途方にくれたような
口ぶりである。自主性を求めるクラブも，自発的に活動し出すまでには成人の
指導が必要で、あり，プロジェグトの実施にも，なみなみならぬ指導援助を受け
ねばならぬことを物語っている。
青年学級で習いたいこ之はと聞いたところ， 「農業関係だね，稲作の牛.育の
科学的なやつ，農業経営など農業全般にわだってね。今年もそういう話があっ
て， 一部でそういう声が為ったが， 声ばっかでね。今までは冬あったがね。
(昭和30年まで男子青年学級も開講していたが，現，ff_休講している〉青年団に
生産部なんか為ったすけ，それがあったのだと思うがね。女子は今もやってい
るけどね。」と答え， さらに「土壌調査とか一一土壌調査をすれば，伺が足ら
んとかいうことになるから，肥料というとともね。全部関連しているからね。
とにかくみんないろいろ考えもっているから，青年学級はじめたらどうだとい
う芦も出るんだと J層、うんだがね。」と希望を語ってくれた。
(2) H家若主人の談
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ここて;y君の住んでいるN郁落の教育環境にふれる必要があるoN部落lま小
さい部落が三つ集まっており，回数戸，大部分純農家であるο ここの酪農家の
若主人に聞いた中から摘記してみたい。
F ここの4Hは28年にわたしどもが作ったのですが，その当時のものがその
ままで，現在N農研クラブと名称を改め継続しています。年3. 4回普及員を
よんで指導会をもち，今年はit主肥の検査は共進会的にやった。苗代の共進会な
どやったこともらるし，鵠演会なども各戸iこ呼びかンナて出てもらった。 J~íれま
土壌調査もした。今果樹の勢定してもらっている3 やってもらいながらおV;i:ぇ
るということです。今部落で、取上げているのはどι-/レによる事羽栽培ですが
ね。
それから今までだと，間柄はいつというようにきめていたのですが・研究の
ためだから早〈やらせて〈れといっており，クラブのカも表面にあらわれてい
るね。若い人は経済にしばられないから新しいことがやれるというので，おや
じどもも見てくれています。この郎落にはいま一つ，山がら会 (45才くらいま
での人たちの経常者の研究会〉があり，発足当時相当の現想をかかけ'ていたよ
うですが， 30何人かいるのでまとまらんようです。お前・たちは若い者だし，経
済を考えなくてもいいのだからということで.あたたかい自でみてもらし、，ゎ
りあい協力してやっています。各自言己最はやってみたいといっているのです
が，会O)iie録だけになっでね。熱がさめたがr はじめは成泉があった。」とい
う詩からすると， 25才から30余くらいまでの中堅層が，がっちり手を組んで研
究を推進していることがわかる。 しかし， 20.才以下の年令層とは大きな断層が
あるのも事実である。
青年学級のことにふれると， r・・ たしかに，現化の青年学級にみカがない
ということでしょぅ。いく気持がないということι-ぷJ24Cふ・、;i;会
と思います。やる気がないというのではないと思う。」と，若い育・少年の意欲
を認めており， さらkこ， この部落に育・年たちの集まる場所のないことにふれる
と， 「一生けんめい希望しているのですが，小さい部落が三つ集まっていると
いうので，機会もあったのですが場所の調係でね。岳民館運動も場所の問題と
いうこ土になる。 Jと，育・少年の気持をおさえている部落の内部事情がのぞか
れる。
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(3) G君， 昭和31，3中卒..y: (47)母 (41)の長男o 1人息子で祖-民生健在。
同日反，畑5畝を耕作し?かたわら菓子などの小荷売を営んでいる兼業農家
中卒後，高校進学も可能で、あったが，家が忙しいし行く気もなくやめたとの
こじ「中学時代は，冬期などとくに肥料，土接関係など多〈勉強しp 実習問
も3枚 (3反〉ほどあっていろいろの実習安ゃったが，設備が少な〈道具込な
いから，もっと充実させて勉強したら， うんと進学しない人のためになるので
ないか。中学で、おぼえたことは今でもりっぱに参考になっていまずからJとい
い， I卒業一年目はあきないをやり，農業は手伝い程度，二年目(昨年〕に青
年団に也知人し，農業関係の本p 参考書.新聞記事はかたっぼしから読むよう
に努力し実行しました。苗代も水苗代で-ゃったんですが.今年は僕が反対し父
を負かして保温にしました。田んぼの肥料のやり方，7](のかけ方，稲の生育状
態などだんだんわかるようになったが， 3C主意見があわずy 夏，左官のてこ
(手侭いのこと〉にいaきました。」と，このf仕界マひらけた新しい知識や技術
ι人市，に守ってみたいという積駆的意棋を物語司ている。「今年は僕が肥料
設計をたてました。特に水のかけ方を工夫し.合理的に*をかけ落すようした
のですがp 文から回の特徴をしっかり教えてもらいました。今年は調チにのり
すぎたため肥料を多く入れすぎ， そこへまた大水害で大分倒れてしまいまし
た。それで、天気がよければ当り，惑けh，i凶という，支候に左京されない肥料
設計をし官かりとたて，あやふやな稲作は今後一番あらためなければならない
のでないかと思います。 Jといって反省している。 G君の住む百部落には，昭
和28年に設立された4Hがあり，G-沼も参加している。しかし同年輩の仲間が
j人もおらないため悩んでいる。 I稲の品種や肥料のやり方，体験談など特互に
S~ん (21才〉から教えて2もらいました。でも正直な話， 4Hの活動や，この
あたりの仲間の実際行動はわかりません。せめて友だちが3人もいたら.ぼく
たちばかりでやったのにと残念でしかだがゐりません。」とぶちまけ: rζオし
からの農業の一面として農家養鶏，養豚の視察そやりたし、L習、います。それで
飼料の種類，経営費などくわしくしらべ飼料装作s表，菜種など裏作のやり
方を研究します。青年学級でもあったら喜んで参加します。本だけ読んでもだ
めでして，勉強する場がほしいです。 J と，現金収入の道をあわせ考えてい
る。
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(4) K君，昭和28.3，中2$，父は戦死し，現有は組父が家事ー}切をきりもり
しているが，母，祖母健在，弟(普通高校在学〕の5人家族，それに年雇が
1人入っている。
本人は現在，母，雇傭人王3人で3町余の農業経営を進めている。農繁期に
はできる掛り人をやとって労カ不足をおぎなっており，耕伝機は隣家(親戚1
と共同で使用しているとのことである。まず農高進学事情からきいてみた。
「今なら問題ないわけですが，中学生の頃は普通高校へ行きたいL恩司てい
ました。大体p 小.中学校の頃は家事の手伝いもさせられず，勉強のさまたげ
にならぬようにしていました。最高へ入ったら学校で長男だけの学級 (42名〉
を組織してやったのがよかったと思います。当時はまだ学校の設備もととのっ
ておらなかったので~九家では技術的なこともさせられず，やってもいなかっ
たので，学校へはいると人のできるしとができず，家へ帰ってあわてて練習し
たこともあるが，結局，そうした手わざは誰でもやれることで，なれれば釈と
もない。今可はいくら働いても学校時代より身体の制子ばよい。農l:!i-Cは自分
の研境テーマをもって，土曜日にプロジェクトの時間をもうけ，自宅学習をや
っていました。それが塊在役立っているが.非農家の者もおりまずい函もあっ
たようで、す。さて長・高を卒業して家へ入ってみると 2 いろいろの商で勉強の足
らない点がでてきた。たとえば病虫害の知識不足といったことで困りました。
ききにこられても，畑作のととは勉強しても，笑際にやらないので忘れてしま
う。そこで，これは何という病気でどう予防したらよいかときかれてもわから
ない。さいわい・滋繊の方は好きだったから，学校で勉強したことはよかった
之思っている。噴霧携など故障すると家へもってくるし，耕転機なども，冬鍛
冶屋へ追って分解組立をおぼえた。しかし模式が年々変って〈るので，式の変
ったものは自信がないのですが，原理はそう追っていません。」 と，学校での
学習が，実地に生かされつつあることを諮り，さら~'c.，部落や仲間の集まりな
どをきいたところr 次のように話してくれた。
i4 Hグラブ(部落の〉にもはいっていますが，年tこ数回会合する程度だと，
やる気がないような感じがする。家ではお母さんと2人で農業をやっている
がp どうやら人並み.あるいは少し多い程度の収量をゐげている。農地解放の
とき，家の近くの悶んぼを手に入れておいたから割によくできるわけです。肥
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料など，学校でやったより少しすくなめにやるが，そうでないを倒伏したりす
る。またご十.質にあわせてやる乙とも大切だ。この冬dみのり会1/(青年会を出Tふ
ものから42才くらいまでの人が組織している部落の農事研究会〕で?部落全部
の団んぼについて土壊調査をやったし，新しい用水路をもうけたり，整地など
もまかふてやり，予防，病虫害防除等まとまっていろいゐの推進をはかつてい
ます。法室村には農研クラブという組織があり，これは水稲，畑作r 果樹等を
主に研究していますが，そのほか酪農は別に研究する組織があります。 4Hと
青年団の産業部叫わかれているが，カがばらばらになり， ロスが多いわけです」
から?一本にまとまった方がよい主思う。集団活動的にやりたい、あのです。と
ころが，青年1人1人だとそう之うな関心をもっているようだが，それが集ま
ると関心を示さないようだ。その点しっかりした指導者十がIましし、。それに学校j
出た人(農高の意であろう)は積極的であるぞ，出ない者は引込み思案になり
がちのようです。新しい西を取入れる態度なども.ゃれない者もいるだろう
が，私などはやれる方です。 J主いろいろな考えを、も，っているo
話題を村の教育問にむけ，青年学級で勉強しfこいという者もいるが， といヲ
たら， I数学とが理和泊句なことをやってもo 1週1時間くらいではものになら
ず，結局みんなやらなくなるから，実際に役立つものをやった方がよし、。いず
れにしても，皆が集まヮて話合う場というものが必要だ。大体，集まって飲ん
、で終りということが多い。女子などよい指導者がいるとぐんと変ってくる。冬
は女子は何かならいにいくが，男子はイ可もしない。私も学校卒業のはじめは，
冬などもっと有意義に過せなし、かと思ったが，今はそれほどでなくな、た。だ
んだんマンネ Fズムに陥ってしまう。冬は俵をあんだり縄をなう程度です。」
と部落ー や付の青年教育の現状が語られている。さらに2 村の農業について， 1 
町前後の農家の多いことから，その経営に関しての話に及ぶと， rそうした農
家が， 7軒〈らいで共同で機織など購入している之ころもあるが，耕作笛積の
関係上，どっちつかずにやっている者が多い。別に共同化といったことも起っ
ていないようだ。まあ畑作で工夫したり，その他乳牛を飼うこともあるが，耕
作地の多い家では多少の打撃にもたえられるが く乳牛が死ぬとか，乳価の下落
等〉小農家ではそれがとわいといってやりたがらない。 7，8医くらいの人に
なると中古の機械も使えるが， 1町5反以上くらいになると，大農家と同程度
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に張りあうため，そうもいかず一審悶っているのでないかと思うのそれに農村
に入れば入るほど，盈や正月に何かをく(まるといったことが多い。番付などに
しても，その多少に問題がある。家格や耕地の多少をみて頭からきめてもって
くる。因ったものです。」と不満をちょっぴりのぞかせる。 K君の家でも乳牛
( 2.Jff)を1顕飼育しているが，これ安飼育するときp 県の種醤桜・へ1週間
宿泊して鮪強してをたという熱心さ。「自給肥料をとることが第ーの自的ですJ
といって》、た3
最後にこ，三男問題や背年の風紀問題などにふれると， rとの部落でも二，
三男は少ない.ほとんど長男です。生活に閑って二，三男を山すのでなく，将
手??平シ下??守??です。それから.都落iこぶる青年，とくに女下などp
最近どこでおぼえて〈るのかグγス等をおぼえてくるが，別iと年寄りは，若い
者は元気がいいなどv、う程度です。それに40才くらいの人でも，今度Z支えてく
れなどいっている程です。若いわれわれも.積強的にこわがらずに釘でもどん
どんやっています。 Jと，部話会下ザ年の明るい表情合物語ってくれた。
(5) S君，昭和27.3，中卒，父母健在，弟2入、うち1人は職場通勤定時制
通学)妹1人，問1河13反，畑1反。
専業としてはギ日ギリの線にあると思われる農家の長男に生れたS雪は， 小
学4生存漬から長マRの手伝い1:'させられ， 61.手生頃から百姓ぢVやる気椋えが茅(f
えたらしい。小づかいを節約してうさぎを飼ったり畑仕事などさせられた。学
校の宿題をやらないで、しかられ， 罰として職員便所の扱み取りをさせられた
時，乾いた桶を7](につけてから混んだというので・先生にぽめられたことがある
が，これが小学校時代先生にはじめてほめられたくらいだというの中学時代に
はいると祖母が亡〈なり，いっそう手伝いをせざるを得なくなった。朝食を自
ら作って問んぽへ運んだりした。中学2年から選択農業がはじまると，がぜん
勉強意欲がわいたというし，6， 7人で涯をくんで，品種別の稲の生育調査な
どさせられたが，卒業してからの稲作りにたいへん役立っていると述懐してい
る。 3年のぷ先，交がけがをし，代って 。しろかき/1をやったが，身体が小さ
くカもないため，しろかぎのグまんが"に馬車の心棒をつけて重みをかけて牛
0)尻をたたいたこともあってP 中卒後おれもやれる主勇気づけられたという。
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中卒の年，部落青年会の仲間入りL，昭和28年p 青年会員で4Hグラプを結
成し加入したのその年1反広の稲作プロジzク lト回をもち，文から指導しても
らって，基礎皮術ゐ修得という意味で生育調査程度の研究をやったが， 3石2
斗の収量をあげた。さらに農閑期には背年学級にも参加した。ところがp 最初
30人くらい出席した男子青年学級は，最後まで受講する人が少なし 2年間続
けただけで中止之なってしまった。「教義のないおれは.せっかくの青年学級
に行きたくともゆけず，何とか勉強したいと足、い， 1年でおえる講義録や通信
教育などうけた。学麗など考えずr 主にかくいくらか‘でも殺に立てばよいと考
え，そむ後も講習会，開放講座等に出席した。」という。プログ且クトは，稲
の生育調査，レング草にたる肥料の節約，単肥と配分肥料の稲の生育に及ぼす
効果の比較，老朽化水田による培土栽培，粗値と草野植等を実施してきている。
収量も年々上昇しているが， 30年度のプロジェグト"老朽化水田による培土栽
培げは，最も心血し，またうれしかった， と満足そうな笑をうかベ・て語った。
プロジェク ト閏は2反続きのもので，背，沼であってガツボがしげっていた
といわれる所で.交の栽培している頃は最低3俵しかとれなかった主いういわ
くづき，排水が悪い上に耕:土が隣の回にくらべて7センチ程度も低く，そのた
ぬ様腐れがひどく非常に秋落ちする同んぼであった。「まず品産から考えまし
た。交のやった時は品種などあまり考えておらなかっlたようです。収量の少な
かった蒋など;陳腐れに弱い品種を植えたことがわかってきました。そこで品種
の特性を雑誌をみたり，普及員の方からおききしてr 核腐れに強い品程くやち
こがね〉哲三選び， j普土区，普通区に分吋てプロジェグトにかかりました。」と
い九 しかしこの計画会父に相談したところ一言のも主に「この辺でそんなこ
とやっている人がおるか，やめた方がよい。ー!と大反対をうけ，根気強くとを
ふせてとうとう実施にまでこぎつけるこ主になったが，結巣は，稲の生育はと 、
てもよく.肥料も節約でき，脅迫田は倒伏したのに研気回は倒伏もなしー若手
心理した棋腐れもIUiぐととができ，そのうえ収量は，培ニf.iXが普通医より 7斗
も多かったという。
成果はそればかりではなかった。翌年から農業計両のすーべてを父からまかせ
られて，作業方法，肥料設計，管理等企耕地を計画し栽培して今日に及んでい
る。今年からは稲作はもとより，将来は家の農業経営をいかに進めるべきかに
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恨んでいる。 F米 本ーでは安定した経営はやってゆけないと思います。だから
まず出の排水をよくし裏作をやり，飼料作物を栽培し，それによって乳牛を導
入 L，多角経営にもっていきたいと思っています。また畑作の方は現在野菜程
度の作付で自給程度である走め現金収入がありません。そこで花弁栽培等にで
さるだけ切替交で，収入商の増加をはかる考えです。」と経営者としての抱負
を語っていた。
，(6) w君， lIB28. 3，中卒，隣村の出身で， N部落の酪農家H家へ年雇として
入っている。 H家は水閏3町7反，畑2反を耕作し，乳牛4頭，豚も飼育し
ていたが2か月ばかり前に売られたよし酪農は22年から始めている。働き
手は若主人夫婦とW君の3人。牛舎でW君と話しあった。
W君の笑家は父母健在で，田畑1町を耕作しており，長男である彼は，将来
家をつがねぽならない遂命をどもヮて働きにきているわけ。1"中卒後10日ばかり
でナくが作男に閉ましたJ という。被傭先は7.~~市郊外のくさわたり〉という畑作
、の盛んなところ。「中学校の農業どいっても，鍬の使い方，いもの植え方など
を習い，農業クラブーもありましたポ，いきなり作男に入ったのでやっぱりめん
くらいました。ところが当時は拶除去機などないし，ほとんど運搬もりヤカーで
やった。今は楽で鍬うつこともないのでね。」と，苦しかった当時の話を続け
る。「公休日もあるにはあったのだが，雨で臨時の休みの時は，パンチョウ
(拍子木のことうたたいてくる。 ところがこっちは休みとい5休みはなかっe
大。翌日出す(出荷する〉野菜の荷作りをしたりして休まれない。それで1年
1万5千円だった。学校下りたてだからね。JJ:不満の色をみなぎらせる。
「そこをやめてね。友達は土方がいいというのでね。それから土方仕事に行
ったが，やはり長男だから農業おぼえても悪くないというので，吉田町のくこ
うのす〉部落へ行くことになった。ここは公休日はきっぱりしていた。仕事を
したりすると若い者がいたずらをしましたn おれ遠も地蔵犠を家の前においた
りしたが，それからはきっぱり休むようになった。」と，前の部落と遣っている
点をまず話してくれる。勉強の機会などなかったか主問うた正ころ， 1"冬にな
ると青年学級が毎日あった。おれも入った。入勺にきてくれというし， うちの
人も出してくれたから・・・・。運動会などもやって如。いろいろためになった。
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農業も勉強したが， 町の先生頼んて分散なんかもね，もう忘れてLもた。」と
のこと， そとでは青年たちの気風もあっており， 仲間割れなどもなかったよ
し。
楽しみはと問うと， 「酪農なんかもなかったから映画見にゆく時聞はあっ
た。鶏や馬の運動させたくらいのもので後は休んでね。」というので小遣銭の
ことにふれてみる。「前のところは月 500円，ここは1000月，足らないのぞー家
からもらってくる。私はたばとも酒も飲まないのですが，金が足りません。本
は平凡とか明星なんか買って読むし，小説なんかも読むが，大体映画だねo J 
と話がすすむ。そこでここの家の仕事の具合にはいると， 「酪農やっていると
朝晩ちと仕事ーがあるが，後は大したことはない。いやなこともよく考えればあ
るがね。夜，人と人なみに休めたいで牛の世話などするのはいやだったね。田
うち頃なんかも手間がよけいになるから， ーしょにあがっても 1時間くらい遅
れるね。大忙しくないが，それでもあがると8時だね。それで.も友だちの家へ
遊びにも行く し，盈踊りのときなど出ますが，秋になると休みもなくなるよう
だ。」とのこと。次に実家へ入ってからの生活設計をただしてみると，
「家は田が少ないから， !琢や鶏など飼って，~っていこうと思う。ここのとお
ちゃん L若主人〉が，酪農をやヲたらというが，田んぼが少ないとやっぱりね。
家べ帰るとね?問んぼを半分売って酪農するかなどといっているが・・・・3 まあ
1町く らいでやっていけないことはないがね。 おらたの村〈自分たちの村〉で
は酪農はいないしね。こ之ではレγグなどいつまくかなどいうことをならって
ゆこう主思うのですがね。」と，ここの家での経験を何とか生かしたいという
考えが相当支配している。そこで丘二毛作などもうちょっと科学的にやってみ
る気はないかと問うと，言で下!Z:.IないなJと答えた。
こζでの友人関係にふれると，近くに年j震にきているY君のことになって，
rやっぱり長男でないから，去年で本人はやだったが， うちの人に来年も頼む
主いわれ，出るに出られず今いるがね。将来自動車の運転手になりたいといっ
ている。」そんなことから，青年学級で勉強したいなどといっていないか主き
くと， 「はら， そういう話は・・・・。おれもここに三輪車があるのでいたずらし
トっTこAうちの人もとってこい(免許状のこと〉というし，おれも，
から本借りてやっているがね。三輪車のがあれば新転機も乗れるから，
ている。
この近
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くで教えてくれる之とろがあればねゅ」と希望をのベる。そζで吉田
と当部落青年の比較をしてもらうと， iみんな同じようなもんだね。別に
町の方がひらけているわけでもない。ただ向うの方には友達がし、たけど，こ
ちでは少ないがね。金の使い点は同じくらいだ。青年会で集まったりして赤字
が出ると，家へもらいにゆかねばならなL、。青年会など築主ると菓子をくった
り.すぐ笑費でやるのでね。芸能大会などやった時よく集まりました。踊りを
ならっていい成績をあげようなどというてやった。そのほか，今の仕事や，夜
おそいとか，ばあさんがうるさいとか，雇われている者同志でいうね。それで
もこの仕事をやらんばだめだもんね。おらたちの村(部落の意〉で，他所へ出
ているのはおれ1人なんですわ。村で1人だとやんなる。そ'うかといって工場
は絶対いやだ。みがきもんなんか〈燕の洋食器工場のこと〉空気がねてがんね
ね。 (空気が悪いの意。 〉ワッワッと機織もまわっているしね。家へ入るのだ
から，家の人はそこらへ出たって，家のこと忘れんないうているし.工場より
ホソ持って土方した方がまだし、ぃ。村へ帰って同級生に会うと話をする。こっ
ちの稲やコヤシ(肥料〉がどんがだ之か， うちはどんがだなどとね。」と話が
つぎそうもない。
最後に，ここの家の農業のやり方を問うたところ， 1-この家ではとおちゃん
んだね。 じいちF んはあまり農業をやl与んね。 とおちゃんは研究しています
ね。本なんか見ているし，ここのあんにやさく左おFコ弓ん kもいうし，こうし
た同義語が同時にとび出す〉のいうことは，村でも信用しているね。そういう
話きくすけためになることはためになるね。酪農をみ?とノミス2台できたことも
あった。乳牛は5頭いたが， 1頭売ってしまった。出槌時分践がいた。豚は家
へ帰って飼わうと思っている。 Je.，思うことをどしどし話してくれた。
2.農業生産に関する教育の機会
資料 (1)，(3)， ~生，)， (5)でみられる4君は，いずれも 41Iグラブに関係L，研
究的なことをやってきたしp 今も自分でやりたい計画を割合はっきりもってい
る青年たちで、ある。面接した長男184ヰの中には，これら4名の他に，農業高校
出身者，経営伝習農場修了者も各1名いたし，たどたどしい答え方をし，要領
をえない者もいた。しかし，ここ陀あげたY君， G君はともに高校段階年令の
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若者という点で， K君， s君と対象される問題点をもっている。 K君， s君は
いずれも青年屈の幹部であり，枝範青年とよぶ範ち申うに当然はいることで為
ろう。かれらの話からも読みとれるように，前者は，伝統的日本農業の生産技
術，それはむしろ「技能」と呼んだ方が適切かもしれない耕種，ないし栽培の
技術を，農業生産の全行程にそうで一通り修得していく段階にあるといえよ
う。こ乙ては惜3ん"や dこつ"や d手わざりによる 「経験的技能Jが伝授形
成されつつある。家族主義からの教育が，早< -人前にと願う家族の愛のむち
となって下されるが，それは広〈応用のきく理論にうらづけられた技術で‘はな
くて， rこまでも実際にやってみて，休を動かして反捜し，模倣し，訓練する
ことによってはじめて熟迷できる技術で為る。そこで多少ともラジオの品村苔
租がきいたわ本をみたり，先輩の話をきく古:年には，納得しかねることが出
てくるねけである。
Y若の場合は，農業l矧~へ行けなかったやりきれない気持が. 4 H へとびっ
かせたのかもしれないが，部落にかれに近い年読の友人がなく，手をさしのべ
る指導組織もなく，会員の散在する4Hにはいったが，研究面でかベにつきあ
たり.せっかく出かかった科学的な芥が育たないままに足ぶみしているといっ
てよいだろう。 G君も年令の近い友人がいないことを広ー念4がっている。彼は部
分的にはおやじの農法に批判事V加え，周開で展開している新しい樹否を取入れ
ることに積極的である。しかし， Y，.G両君に共通している点は， 2人とも農
業経営全体の立場からの~力な発言はなし得ないことである。そオU主経験的技
能の企行程をマスターできない現状ては当然であろう。それにもまして霊~な
ことは， Y， G両君ともp 生産的な研究課題を解決するの!こp 基礎的な力に欠
けているという事実である。これはY.G 両君に限ったことでなく，全農業背
年に抵当し，とくに高校段階年令層が，すべて当関する問題であり，悦みでは
なかろうか。 Y君が科学的な稲の生育調査で行きずまり，G君が中卒後二年白
にして茸撲関係の勉強を始めたのも，根本はここにある。
しかしK君， s窓の揚令はかなり遣っている。彼等がY，G君より 4，5:t 
年長だからとL、うわけではなし、。彼等のパーソナリテイによる反映が重要であ
り，自覚された自己発見が問題なのであるの K君の場合は，幼少時いわゆる坊
ちゃん育ちをされた。中学校卒業当時でさい哲適高校への進学を希望してい
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た。しかし，絞のおかれた立場を，農業高校へ入学してから自覚したらしL、。
経験的投能の習得に苫心したりしているが， 3か年の農高生活ー で、っちb・われた
基礎的な力がa現実の生産活動に従事してから生かされてくる。それは.系統
やら伊予甲子芋苧Ltp苧芋ち!守F42，亭亭苧ぞと守千千中??きEfL苧芋亭?争
???tp苧??ヤ?。その上に，彼のたゆまぬ努力が重ねられている。島高の
勉強は基礎工事であり，その上に構築される笑襲を通しての生産的知識，夜能
はさらに高められ広げられて，新しい感覚をもった農村青年に近づとうとして
いるようである。
ではS君の場合はどうなのであろうか。 S君は学校の成績はかんばしくなか
った。しかし，職業的には宿命観に徹しながらも，自先的主，休の形成に奮起し
ている。従来の将巾なもののTlf生活しキがらト付申，合理市守意識5
て?狩ゃれ， :Bナア科?持32及、宇?子初日目作。彼は農業高
校を出ているわけてもないが， t戸歴を問題とせず，誠実に農業に専心すると同
時に，実践を通して生産技術や免職の習得をはかり，それをさらに実践へと止
揚することを忘れない。しかもなお，講義録や通信教育なrではば広1，、教義党
はかれあらゆる教育の機会をつかもうと意欲にもえている。このような自己
発見が，彼をして経営の主体者へと結びつけたことは切らかである。その意味
で，年令的に若い主いうことも，学歴があるなしということも.農業の経営に
おいて，古い慣習的なものに同化されがたい近代的感覚を，身につけたかどう
かに大きな意味のあることが理解される。ここであらためて教育の重要さが認
識されてくるo こうした人間形成が，学校教育の大きな分野で、あるとともに，
農村の中で発展しつつある青年たちの自発的な学習集団，さらi:-は社会教育に
まつものが大きいからである。
3.教育はどのように接近すべきか
面接した男子占少年たちは，具U同音に，現状ではいかん，勉強したいとい
う気持を語っていた。そして一般教義が必要だ之いう前に，生産についての学
習を飲している。これらの中にはよそ行きの気持でそういった者もあるかもし
れない。しかし現実には，たとえ(ま男子青年学級が開講されても，そのうちの
何人が多加するであろうか。村では現に男子T~年学扱が 2年でざ折している。
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いろいろの原因もあったでゐろう。だが忘れてならないのはとの4君の倒のよ
うな個人差が具体的にあるという事実である。
それでは青年学級を生むとしたらどうすることがよいのであ為うか。岩室の
ような長男層のE倒的なととろでは，学叡を職能組織と結びつけて，明確な長
• • • • • • • • • •• •••• 
男教育児角度づけることが重要であるまいか。働く青少年をはば広〈集めると
いうことも大切なととであるが， それが失敗の原因となることはないだろう
か。青年学級の内容の一般的普遍的性格と，青年の職業生活の専門分化という
ことのずれが，年令が地方日するにつれて顕著にあらわれてくることは自明のこ
とである。長男層だけでも前の事.例のようにはばと深さが大きいのに，三，三
男も同じわくの中で教育しようとすれば，いきおい学校教育形態の教育か，講
座式の教育をとることに落着く公算の大きいのが現状であろう。もちろん，現
在のように，施設なし人なく，経費なくといった「ないないずくしJの社会
教育では，こうした現状も止むを得ないとしても 2 その底にある根本認識が開
題なのである。市町村当局や岳民館職員，あるいは有識者等による善意に基い
た教育が，いつも「上」からの型をもって， r外から」の内容を与えすぎてい
なかったであろうか。かれらには，とれがL必要なのだとの認識に発して，望ま
しいものを一方的に与える社会教育に堕していなかったであろうか。たとえば
高校段階年令青少年に対しては，広く社会人としての一般教義と，職業的な基
礎的知識，技術を与えることの必要が考えられるが，それにしても，勤労者と
しての青少年に与える方法があるはずである。彼等の教育を可能にするさまざ
まな動きをとらえs それをたすける思いぞりと方法に欠けるものがあったので
あるまいか。それは次のような認識から発している。
農村における文化活動の中心が生産研究におかれるのは当然であるが，社会
教育で行われる生産教育は，結局新しい知識，技術をとりいれる主体的な人間
の意識をまず問題としなければならない。それは自分自身の生活の中にある矛
盾を解挟していくために，自分の足もとの問題をみつめるということである。
そしてその基盤に生産樹府の問題が根をはっているのそれと結んで部落とか村
の問題が関連し，さらに変動きわまりない資本主義経済のもとで、の，景気不景
気に対応しての問題等が存在するが，これらの問題をリアノレに認識することの・
できる主体者としての人聞と，科学的な按術の伝達とを結んでいかなけれほな
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らない。その場合，問題意識と結びついた技術教育を可能にするものは何であ
ろうか。単に形式的に財寺を伝達しただけで解決されるものでないことi主明ら
かである。ここに勤労者と金く具なった対象を教育する，学校教育の中でつ〈
られてきた教育内容や方式の単なる模倣で，上か伝与える方式が反省されねば
ならない理由がある。 農村自営青少年の場合，自分の家や回畑に働きかけなが
らぶつかった具体的な経験をふまえて， d考える"ことと結ばれるような学習
が望ましいし，そうした形て取よげられた問題が，最終的には，それぞれの生
活の事情に応じて，自らの解決方策をもつことができるような考え方，行動の
仕方まもった人聞の育成に役立たなくてはならないのである。こうした行き
方は，学校教育の殻の巾で、はむつかしいことであり，講義式，講演式の教育で
も求めがたい。青年学級は，日々そういう問題に直面している勤労青守ーを対象
としているのであるから，そういうこ之のできる新しい型の教育機関とみられ
ないであろうか。
4.家族主義の教育からの解放を求めて
家族主義の教育からの自由を求めることは，農村青年，とくに長男にとって
意義あることであるが，それは具体的には， Hかん1Iや Hこっ仰やd 手わぎI{
でしめられるく也験的技能〉のとりこにされず，生産的な面での近代的感覚を
身につける こ 之からとE されるべきではあるまいか。 y~， G君， K君， s君は
それぞれ異なる婆ではあるが，そうした具体の青年であることに気づか吟られ
る。彼らのおかれているさまざまな環境条件が，彼らをして意欲的にさせてい
ることは確かであるが，そこには青年なりに，自分の新しい領域や世界を持ち
たいとの願やが大きく浮んでいる。それは父親をはじめ年より主対比されると
一層はっきりした形をもってくる。年よりには経験があり，その経験にもとづ
く確かさがきざまれ，その年令からくる青年たちの及びがたい生活の知恵もあ
って，若いころからの苦労がにじみでている。それなりに，古びた底光りのす
る中古品主いった感じを青年Iこ与えているのであるまいか。青年たちはあそう
した親たちの指図のまま動くことに悶惑を感じている。年若いG君が，農業経
営のいろいろの固で父主意見があわず，若気のいたりで家から1時離れたり，
S君が研究的p 実践的な問題で、文の反対をおしきった等の事実は，その一つの
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現われで、ある。 dおらの若い時は1 とか，d今まてeそれでやってきているのに"
主いう ， 万~n:!'こ図額的な親の領域では， 満足できないのが近代的感覚々もった
青年の特色であり，しかも，殺の指図の及ばない領域ほど，青年にとってみ力
的で，生きがいを感ずる場ーとなるのである。こうした自分の立場をもつこと
は，青年だけでなく 3 家族の1人1人に同じように与えられるべきものであろ
う。ところが混突には，農村の家族主義の中には，そうした自由な，それぞれ
の立場が生かされ難い事情が，根強く存在していたことは周知のこと・である。
それが強け~l，ぽ噴いほど， 過少農経営の生活基盤があらためられなければ・・・・
といった，望みえないような言葉をくり返すことにもなりかねないのである。
しかし背年たちは，そうした言嘆に深〈根ざしている原因の本拠をついて，
それを改めようとしている。それは広〈深い理解の上にたってはし、なし、かもし
れないが， 現実生活の中て，自由の獲得という形て，まず農家の生命てある生
産生活にもちこまれている。それは， 青年たちの生産的思考や行動まとおし
て，年よりの及ばないt世界r 年よりから犯されない世界を築く乙とによって，
てきるだけまさつのない形て行われようとしているのである。まさつがないと
いうことは，何もかも仰せのままにうけたまわるということを意味してはいな
い。親たちも若い青年の立場を認め3 愛情をもってみまもると同時に，若い人
も，親たちの出:界や立場を理解して，おたがいに犯さず，犯されないそれぞれ
の生活の場を築こうと努力しているのである。家主矢主義の教育からの自由がs
家族族キ轄を来~として， このような姿で展開されるFき，そこには， それぞ
れの意見をもち，信念をもち，実践をふまえた，独立した個性のある人闘が育
つのであるまいか。近代的感覚を身につけた青年の自己発見の姿を，このよう
に位置づけることができるのは，民主4義的な，解放された教育のj影響による
商が大きいことに思い及ぶとともに，青少年はじめ，婦人，壮年，年よりが話
しあいの揚をもち，話せるようになった社会的な雰囲気が，家庭内にもちこま
れた賜とみることはできないであろうか3
5. 家族主義の教育から解放される場の実現
自分の問題，あるいは家の明題，部落の問題として，
それぞれ自分の殻の巾だけでは解決しえない問題をもっている3 そうした悩み
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青年はそれぞれ，(1) 
や問題が，共通の悩みや問題として， 仲間同志の共通の広場で新Lあわれ，確
かめあい，それを共同で解決していとうということになると，単なる話しあい
や，井戸端会議ではな〈なってくる。この基礎的条件は，あくまでも自由なふ
ん闇気のなかで，なんでも思ったことが話せるということでなければならな
L、。
この場合，青年たちが集ってだべる会場がほしくなる。郡落にはたいていこ
うした施設として，部落の会会堂，青年会場，公民館といったものがあるのが
運例になっている。しかし前にも記したように((2)日家若主人の談)，そうし
た青年の集会場が，部落の和のために10年余もおきざりを〈っているところも
あるわけである。そのような郁落の青年たちの集まりは，会場を転々としても
ちまわっている。いわば洗浪の旅でゐる。そこで由主家人への気がねもあって，
思いのままの話令いの場となりかねないことも多いと想像される。このような
部落青年の心ぐみは，集会場をもって活動している他の部落青年とはかなりの
開きをもっているようである。またそうした集会場をもつことによって，自由
な学習集団の生まれる契機も出てくるのである。部落の青年集会場は，この意
味で欠くことのできない施設といってよし、。
(お また青年たちが，生産活動で新しい世界を開くとき，っき当るかペはや
はつ年よりとのまさつである。青年は，経済を無視しても新しい実験ととりく
みたがっている。 H家の渇主人もそのことを語っておられたし，心ある親たち
はいずれも若い人たちのそうした意欲を認め，同情的にみておられた。その場
合，青年の意欲を満たし，年よりの気持をやわらげる方法は，実有国〈畑)， 
実験問〈畑)をもっということである。年よりが限られた耕地に経済を無視し
た突験をやらせることに，非常な不安を感ずることは無理もない。もし失敗し
たら何俵かの減収になることを恐れるからである。 S君の場令にもそれが諮ら
れている。経済にしばられないで新しいことをやる実習回は，偶人もち，部落
背年共同のもの，古=年学級用と望めばきりがない。
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第三節 一_， 三男のゆくえと生活設計
1.資料
ζこにのせる3名の記録は，岩室村で接しえTζ二，三男の全部である。この
うち村出身者は14有，他の2名は隣村の出身で年雇としてきている人たちであ
るの調査の概要でもふれたとおり，岩室村には二，三男の温存があまりみられ
ず，早期就職が進められている。このことについては，さきのK君の話の中に
も出てきたし，父兄との話合いにものぼった。それ等を参考とし，他の調査資
料をあわせることによって，いろいろの考察を加えるこ主にしたい。
(1) N君.BE32.3，中卒， 10人兄弟のうち3人死亡し，#人は長兄のところに
農事の手伝いをしている。兄たち3名は東京にあって，それぞれ，大工，パ
ン屋，栄養学校(昼間〉とでている。回3町1反，畑3反3畝を兄夫婦-と耕
作している。
中学校卒業後直ちに上京して，菓チ屋などの食料品J吉に入りたかったらし
い。上の兄は現在パン屋の弟子になっているというから，本人もそうした希望
をいだいていたのであろう。いつころまでこうして手伝いしているのかと話を
きり出したら， iやっぱりあくらいまでかな ?J ~二言葉をにごしてはいたが，す
く予農業を離れることはむつかしし、らしい。ここの制蒋でも，二，三男で残pって
農業の手伝いをしているのはN震だけとのこと，高校への希望はなかったかと
きいてみると， i出てもしょうがないと思った。」と半ばあきらめていたらし
い。家は長男が3町近い田を耕作しているが，耕転機は入っていなし、。「田ん
ぼはよその者からうってもらいます。その方がとくだと兄がいっている，われ
われは仕事だけさせられ， ¥，、いつけられたことをやっていればよい。」と，家
での位置づきを語ってくれた。 8月十こ入ってだいぶ雨の臼が続いて出水さわぎ
が方々にあったくらいなので，天気続きの後こんなふうに雨が続〈と，稲のの
び方はど うかと問うたら， iやっぱり違うだろう」之はっきりしない。どんな
ふうに遣うのかと問い返したが， iさあ」と困った顔をしている。苗代のこと
をきくと「祇をかぶしている」とのことなので，保温折衷苗代であるこ之を確
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かめ，普通の宮代とそうした苗代では，どれ〈らい早〈回植えができるのか主
きいてみたが， f i筑をかぶしても g 網をかぶしても，t..こいして変らないのでな
いか。」左いう頼りない返事，そこで，最近交では田植を5月の終りころにし
たようだがと水をむけると. Iそうだね，昔より10口くらい早くなったのか
畠 なーと答える。
将来町へ出るようなことになれば，そのために勉強も考えなければならない
だろうカ~， 中学校で何か特別の勉強をしなかったかときくと， 「おれも学校に'
いる時，卒業して農業やるつもりでなかったので.商業をやったが (脱党家
庭料の選択でゐろう〕やっぱりだめだ。それから農業もやった。 2人組で問を
まかせられたが，今，自分でやっていなし、から (いいつけられた仕話だけしか
しない意味)，それがためになっているかどうかわからない。自分でやればた
めになったかもしれない。 Jと，農業に対する何の希望もないことを誇ってい
る。そして， rとの14ヨ(8月Jに2回目の同級会をしたが，仕事をしている
と，こういうことがー番楽しみだ。東京へ行ってた者も帰ってきて，その話を
きくとあこがれることがある。つらいと思うこともある。そういうところは，
学校あがってすく・行くとおぼえやすいのんねかねえ。 Jと，やはり東京へ心が
ひかれているらしい。夏の農閑期の過こ・し方については， If!J年画を見たり，本
~見たりしている。*は雑誌の平凡とか明星。そのほか，野球放送をき〈のが
大好きだ。青年会では dそろばん"(珠~?:) をやっているが，あまり使わない。
兄たちは少しつこうがね。」というので，青年団活動をきくと， Iあまり関心
がない。用事はねえばねえ，あればあるというふうだ。青年団で田んぼの研究
を昨年ゃったが.今年はやめたんだ。団員は9人くらいいるが，いそがしい者
もいるし，親方がいれば 〈鍬顕の意)出られない。まあ町へ，友達と遊びに出
るのが楽しみだ。 Jという。公民館などもほしL、らしいが，三つの部落がーし
よだから場所の問題でだめら しい。「冬は縄をなったり，俵，さんベしなど作
っている」とのこと。最後に衣，食，住のことにふれる之， rまず妻美かな。女
はどうかしらぬが，努は着物など考えないのでないか。よそへ出る時もらまり
変らないo Jと， この部落(J)特殊1"~惰が語られている。というのは，ここは 3
町前後の農家がそろっており，すべて競争意識がはげしし各自が一国一銭の
主を夢みて，まず家の改造，近千tイヒlと取り組み，どこの家も立派な台所を設備
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し簡易水道をつくったり，庭を築いたりしている。現にN君の家も庭の工事
中で、あったロ
(2) T君，昭31.3，中卒，隣村出身， 10人家族の3男，長兄は鉄道へ出ており
子ども 3人，次兄は東京でソパ尾へいっているとのこと。両親が1町の耕作
をしているよし。
被傭先の1葉子からぎく。ここの家族はT君を入れて6人，、男子がなて，母と
おばあさん〈病臥中〉それに子供が2人，おなごしq う 〈女の年雇〉がおっ
，て， 3人で2町の耕作をやり，牛が1頭いる。春，聞は他家から耕転機でうっ
てもろ5とのこと。毎日の仕事は図:が指図される。仕事は割合つらいが， 1日
15日の公休日が待遠しいL.，休日には実家へ帰るか，友人と町へ映画に出かけ
る。本をみるような時聞はと問うと， 1ひる休みと，夜は7時から自由です。」
との返事，こづかいは月 500円くらいで，映両な正?でなくなるし，盈や正且に
も特別出るが，積立てるところへはい。ていないという。年間の報酬は4万円
くらいがp そづくり家へいくらしい。そこで将来の生活設計をぎい:てみた。
「自動車の運転手になりたい。町へ出たいと考え， ここの家をやめた.かった
が.このにわ(作業小屋のこと〕守新築したからいてくれというので，今年も
続けています。 JとP誠実そうなまなざしを作業小屋へむける。それで将来町
へ出るような準備について何か考えているかというと， 1少し・・・。やろうと
思っても時聞がない。 Jといいながらも，気持の上であせりがあるという。無
理もないことである。実家の両親はどんな心配をされているのか主ふれると，
「意見きし、たことはない。兄ちゃんともあまり口をきかない、!と.路頭に迷っ
ているようなふうで， 1友人とも相談しない」というので，話くらいは出るので
ないかねと念をおすと， 1やはり，ちょっ之でも早く自分のなりたいものをみ
つけたらいいとい'っている。」と答えはしたが，やはり積極的にどうしたらよ
いか頼りになる人がほしいらしい。そこで，就職するような時，だれに相談す
るかときくと， 1父，それから安定所へでもいったらどうでしょう」と，いか
にも木安そうである。中学技卒業当時，学友が就職するのをみているので，安
定所を思い出したのであろう。そして就職り也は遠いところにしたい之うちあけ
てくれた。こうした悩みを何でもうち明けられる友人があったらよい担と同情
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すると，rあちらく笑家)へ行けば2，3人いるし学校の先生のところへ
ちょっといこうと思ったがね。 Je_，学女や恩師事VなつかしんでいるがMilが
じみ出て〈る3 話たいことが出かかった時，お客様が3人みえたので，心をひ
かれながらも辞去せざるをえなかった。
(3) 1君，昭和28.3，市本，家族は父，母と兄の4人，現在N部落のY方lと年
麗としてきている。箆さぎにむしろをしいて話をきく。
中学5年の夏からYhlこ来ていて，生家のおる隣村の中学へ通学していたk
いう。 3，4年くらいということできたらしいが (もう 4年たった)，希望と
してはs 会社や工業の方をやってみようと思っていたが，父母がここをきめ
てνまったという。ここを終えたら，どこかへ出たいが，家を離れられない様
子。それは，兄さんが搬をもらって家を出てしまいs I君が家をつがねばなら
ぬことになっているらしL、からである。
一新潟に姉が家をもっていて，そのおやじさん 〈主人〉が，ラジオや竜気の
方をやっているので，そこへゆけばどうかと考えている。電気は，自分では自
信がないんですけれどね。」と. 希望はあるが自信のなさそうなことばっき
で，そこへは実家から通うかとお〕うと， やーっぱり住み込みだと・・ o Jと語
尾をにこ・す。勉強のことにふれていくと. rあまり知らないんですが，定時制
へ入ってみょうかと思った時もあるんですけど，金の由で困ってね。どっちへ
・いったらよいのか迷っています。」という。同じ年麗がきている部落の仲間
とp 悩みなどについてi話したことがないですかというと， Iそこら遊びにゆく
とき A しょにいったりしますが，あまりそういう請はしないんですけどねo .J 
L 立入った話合いはしていない様チである。つらい仕事はときくと，rやっ
ぱり秋の仕事が・・・。稲刈ゃいねこき，ああいう続けてやられる仕事，終るま
で
うなもので。友達之吉田や巻へ (どちらも町)行って映画を見たりします。こ
づかいはJ:j4， 5百円もらっているが足らないで家からもらう。 Jとのこと。
年聞の報酬は 「一委はじめ2万円くらい，今はどのくらいかな，家の人にきき
もしないし，教えてもくれないからだまっている。それから盈や家へゆく時
にp クセツやズボンを作ってくれます。」と，主人の心づかいを感謝している
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ょうで、ある。
青年国の行事にはたいてい出ていると前おきしながら， 「やはり，運動会や
青年団の問んぼがあるしね。田んぼは1反くらいだが，研究的なととはやらん
でp 収入だけというところで、す。青年団の行事なんかも，やはり皆が しーょに
やれることだね。特定の人だけ出るのだと，つとめ人だと出にくいです。まあ
おれたちの習いたいことはp 士業の方で、すね。 Jと希望をのベる。この家の耕
転機のことなどにふれて，分解などしたことがあるかとたずねたら， 「あまり
くわしく知らんのでね。自分でやれることはやってねからな。機棋買ったらお
やじさんがまかるが，この家のイエモチ(分家〉のとおちゃんが機械のことは
よく知っているので・・・・。やつぽつり鍛冶へもっていく。」とr 機械導入の実
態を話して〈れた。次に4年間の農耕生活でr わからんことはないかと問うた
「農業の仕事って，だいたいなるんじゃないかと，思います。肥斜だけはいら，
じらせられないで・わからんが。 Iといい，稲の倒伏現象をただすと， 「稲のふ
しが弱くなるところがあるし.水の中にもぐ、ってやわらかくなったりしてね。
ヤッコなるってどういったらいいかな・・・・。 風でねるのもあるし。」といった
く、、あいで~る。
最後に中学校で勉強してためになった，伎にたったことはないかときくと，
考えていたが返答がないので，もうちょっと勉強しておけばよかったという。
学事;j-qまとき〈と， 「みんなやっておけばよかったoやっぱり数学や国語ね。 J
と思い出し?こようにいっ7こ。
2. 一-) 三男の希望と生活
この3人の話は，いずれも共通点をもっている。それは，自分の希望や意志
がふみにじられて，将来の不安をいだきながらも農業に従事しているという現
実である。こうした矛盾は，単にこの 3 名だけとは限らず，女子膏'1f.~こも r そ
して数年ならずして農業経営の主体者とならねばならない長男にも見られるの
である。 しカ、し，この3名の場合はその様相が深刻である。絞らには継ぐ、ぺき
家もなく.農地もなくくI煮の場合はちょっとちがっているが)， どこかで自
立せねばならない運命がまっている。級友たちは多〈それぞれの職場へ一応お
さまっている。 N索の場合は，N部落.34戸のうち，二，三男青年で農業に従事
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しているのは絞1名というのであるから，気の毒でもあり，彼の将来のため
も何とかならないものかと陪情される。彼は，農業についての意欲もないし，
将来に明るい展望を与えるような教育にも接する機会をもっていなし、。長男層
が，現在の農業を何とかせねばと意欲的であったのとくらべて，会〈対称、約で
ある。
T君は現在の家で3年目， 1 君は 5 年目を迎えている。彼らの家庭'↓r.M~:tN
震とかなり遣っているの年雇として笑家に奉利:せねばならない事情をもってお
り，いわばr 家庭の犠牲的立場におかれているのでないかと推察される。した
カ5ってT.I両君が将来の生活設?十を考える立場は， N君よりも真剣である。
N震は3町もの耕作地をもっ長兄の家で徒食している立場であり， T， I両君
が他人の冷めしを食う現状の相違がそうさせているのであるまいか。このよう
にみてくると，彼らが現状に不満をもち.矛盾をはらんでとた活している姿は，
現実の生活の中に未来のぷをつなぐ可能性や，希望を約束する条件がないこ主
を:蜜味じている。絞らの従事している農業が，絞らの未来を中断しているとい
えないてー あろうか。
しかしこれらの青少年が，転職を希望するといっても，今直ちにそれが可能
なのでなく.それはあくまでも将来のことに属している。というのは，ただあ
れぞ特引当されと与さ7予芋ふが救わ併のでなj，宇十iJ'IiJj苧宇向
学?を干，苧宇す市神?準備宇トて他?苧芋子炉.、???宇治γさら・やl?
事職宇手!??fp士困難のことと思われる。 どのように，彼らの今後の生活を
正しく位置づける根底は，結局教育にあることはいうまでもない。 3君のよう
に実際に今の職業が不適当であるとしても，本人たちがこのままの状態で，他
に遊職があると考えるのはいかにも甘い考え方ではなかろうか。やはりそれに
は準備が必要なのであるれ、か。そしてそれは，現に農業に従事しているれ、
う現実の条件のもとで行われなければならないのである。
3名の青年たちは，それぞれ部落の青年のつどいに参加し，行事にも加わっ
ている。彼らが教育らしい集団の場に援するのは， これ以外にないといっても
よし、。 しかもそこでの話合いや行事は，長男たちの活躍が主で、あって，一，二
男のおかれている立場は，きわめて受動的で、ないかと想像される。 N君の諸に
もI君の語る中にもそれが伺われる。それは生活の立場が一つのプレーキとな
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っておるからであり，欲求や希望に異なるものがあるからである。たとえばp
長男層はぐんぐん家や地域の問題にくい込んでいけるであろうが，二，三男は
そうした問題と取り組んでゆけばゆくほど，おれたちは これからどうしてい
づたらよいかに悩iむにちがいない。付のfことを考える前に，まず自分たものこ
とを考えねばならない段構にはいるのであるまいか。だからといって，仲間同
志の話合いや，犬-同学習に二，三男が参加しても無意味だといっているのでは
ないu むしろそういうふんい気の中で，共同して仲間とーしょにものを考え，
合理的民主的に解決してゆくことが，どこへいっても役立つ人聞ができるゆえ
んであって，これは長男主二，三男.あるいは男子主女子の関係にもいいうる
ととではなかろうか。そして，こうしたことが契機となって，農業生活に対す
る意識や態度をかえ，この生活に位置づく可能性もあるであろうし，他の多く
の職業との比較や，社会的関心にも及んでいくのであるまいか。青年の自主的
な自由な教育活動がこのような働きをもつためには，官官落青年たちの自由な盛
り上りが要求される。そして，それらがさらに青年団，青年学級等の組織的教
育活動の中に一体となって位置づくことが望ましし、。
第四節 女子青年の生産生活と人間形成
ト資 料
面接した女子青年は23名， うち高校段階年齢層は8名であった。支た，普通
商校.農業高校出身者が各H包おったが，ここでは，できるだけ若い年齢層の
プ戸フィルをみていくことにしたい。なお20才・以上の女子青年も8名いたが，
その中から.普通高校を出て農業経営の実際を経験し， 3年間の苦労をなめた
Fさんの，農家の嫁についてのかなりつつこんだ見解をのせ，参考といたし
たいD
(1) Aさん，昭31-3，中卒，y:_なく， i誌は苦労されたせいか60歳前というのに
腰が~がっている。兄 2人，兄嫁，祖母，叔父さんが家計のきりもりをして
おられる操子。国3町・7畝，畑2反8畝を耕作。
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Aさんは明るく人おじしない性格らしく，はきはきと応答してくれた。家
農業は兄 (28歳〕夫婦がやっており，篤が飼ってある。耕転機は入れてない3
端的に農業の仕事についていろいろきいてみた。「人なみの仕事を入なみにや
っています。さ千言いつけられた仕事をそのままだまってしていれば.家の人
はいい予だ主ほめ，親にさからえば d家のやつは文句つけるのばっかりいッち
ょまいで"といわれる。だから皆，ただ働いてさえいればいいのだと言ってい
ます。だから自介で考えたことでも無駄になってしまう。結局だまって人のい
いつけた仕事のみに働いています。」と，彼女たちのおかれている地位や，無
自覚に働かされている不満を諮っている。農作業でむつかしいことはときく
と， r商代のすずまき，これは馴れないとかたまったりしてなかなかできませ
ん。また商代の水かげんも，風のある時とか，雨降り，日の照るときとか，そ
れぞれかげんがちがってくることを家の人からならいました。回植だって大へ
んです。 、人なみに早く植えようとすれJ(I.苗腰が折れたり，説植えになったりし
て，じきに水に浮いてしまう。また苗腰の折れたのは，後からぬいでみる主も
う根の方はくさりかけている。回の草取りも，古株のところはほげるつもりで
.Jt見る主，稲の伸びがよくなると皆の人にいわれて， グああそうか"と思うくら
いのもので，どうしてそうなるのか研究したこ主もありませんoJと，農作業
への心構えそもらし， rこんな仕事だから， 1年もすればもうだいたいわかっー
てくる。 3年目くらいが一番いいのではないかと思われる。 CAさんがその時
期に当っている〉仕事にはなれてくるしp 休もたいしてこわく (つらいの意
味〉ないので，仕事に少しへりくつをつけるようになる。なかなか百姓の仕事
もみている之簡単のようだがむつかしい。かといって自分はすぐれていなし、，
百姓やるほかありません」と，現状に割り切れない気持をもちながらも半ばあ
きらめているような口ぶりである。何か希望はときくと， r果物の産地へ行っ
て，果物の栽培をやってみたいと日夜考えているのです。これもとてもできな
いでしょう。家の人はそんな向向を与えてくれません。ただ思うままに使われ
るだけです。」と訴える。そこで現実的にできると忠、われる方途をきくと，
「洋裁でも身につけたかった。高校へゆ4なら被服課程をうけたかった。今盆
休みに和裁に通っていますが， 1人前になるには夏冬通して5年くらい，編物
でも3年はかかるといわれています。可愛をみて習っていると半ぽになり易い。」
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とのことである。
叔父の話では， Aさんが中学を卒業したら. i東京へ女中に山て，そちらで
ひまがあったら学校へ通わしてやるという話もあったが，実際はなかなかそう
はいかんだろうと恩ってやめた。世習の様子など何もわからないで，先生がそ
ういわれたからと真にうけていたがp 世間はそんなにIJ<ないのでね」と，本
人の希望をかなえさせなかった理砲を諾られ，さらに，現在和裁を習わせてい
るが， i洋裁と思ったが，それをやると和裁が遅くめんどうになるので和裁に
した。青年学級も考えたが，個人の所がよくおぼえられるだろうし，学校だと
経費は少ないだろうが，時聞がくればやめるし，少しでもよけいやれるところ
にした。この辺でも青年学級へやっている人もあるが，ゃった人にきくと，あ
れではだめだからというので，また習いにいっている有様です。 Iと，部落の
和裁熱を話しておられる。
また母は，このへんの嫌にやる年齢などについて， iやっぱり20から22，3 
でかたづくようです。早ければ19くらい.おそくて24くらいですが，洋裁編物
などを習5ものも少ないから苛姓の嫁に行く者が多い。燥は2，3年くらい佼
わんとね。 Jとのことであるが，この言葉から終すると，町人のところへ嫁に
やるなら，洋裁，編物など~相当やらねばならず，そうしないと町人の嫁の資
格がないことを認めているらしい。
(2) Hさんp 附31.3，中卒，父は職人をしておられ，母が8反歩の農業を営み
万三if近くの本家から指図してもらっているとのこと， Hさんは家業，家事の
手助けに欠くこ之のできない人らしい。
最近母の健康が思わしくなしとうとう入院され，この瓦は習いものにも行
けなかったといいながら. ¥この辺は隣村のお寺や，教える人のところへほと
んどいっています。そのために青年学級がだめになったとかいづていますが
ね。青年学級はいろいろのこ Fが習われるけど，専門になると物足り支せん。」
と，塾と学校の比較をしている。同級生は部落に2人いるが， 1人は看護婦見
習いに出ており，他の1人は農業やゥているよし。 Hさんは田も少ないし他所
へ出たいと思ったが，家庭管制官ではたされなかったという。
青年団の話にはいって，スポーツが好きなものだから，競技大会などはレク
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Dエ--y"，:/だからあった方がよいと支持し，今は仲間同志で集まる機会がか
なりあるというので，会合の場所をきくと， r公民館がないから1軒1軒まわ
りもちです。そこでは百姓がL、やだとか.どうしていやなんだかなど話合いま
す。 Jet、うので，女子青年が百姓をいやがるわけをきくと， rこづかいが勤
めている人より少ないし，好きなとき遊びにもいけない。仕事も聞の京時分一
番つらい，暑いすけね。それに世村てとても恢聞がうるさいし。Jと心の不i簡
を語っている。生活で改善したいことはときり出すと， iこづかいを月給制fこ
したい。月 2~3000円くらいにね。 J というので，その使いみちをさ?くと「自
分の服作ってみやいとか，靴買ってみプ品、とか・・ 。女子ばかり絡まると，そ
ういうととをいっているが実行しられないの同級会も2回ゃったが;そんな訴
が出たり，どう百姓やろうなどということや，できたら町へゆきたいなんてこ
と・・・。」とP 娘さんたちの話題が想、像されてくる。楽しみは1日，15日の公
休日に町へ除菌を見にいくことであり，その際の服装などp もっと派手にして
みょうかと思うが，世間がうるさいのでそうもできないという。また友だちど
うしで集まってダンスなどやったらとの希望ももっている。近くに小学偉があ
るので.もし夜学といったようなことをやるとしたらp 出てみたいなどιて
いるか主きくと， iやはり出てみたいとは思っても，ちょっこり出ていかれな
い」と女子の立場をのベ，習いたいことは，今農業やっているから農業などだ
と答えてくれたの
家庭へは「家の光J i新身日報」などはいっており，本は好きだから友だち
から借りたりしているが，公民館の図咋は借りにいかぬという。つぎに将来の
希望をただしたら， rぞはり決議でない職をね」といい，和裁之か洋裁をやり
たいと思っているという。東京のような所へですかといったら，あんまり速く
でなく近いところ守望んでいるの是後に，中坐校時代はスポーツたfやって左
ても楽しかったことや，ホームノレ←ムの話合い，先生に叱られたこと等々思ρ
出してなつかしみ，もっと勉強しておけばよかったと結んだ。
(3) Cさん，昭30・3，.中卒，父母健在，兄，兄嫁，本人の3人で問2町6反，
畑7畝や耕作しているの日原などは回ゐ草取りに頼む程度で，耕転機本あり
役作ーも飼育している。牛は秋稲を引っぱるくらいで，厩肥をとることが主な
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のであろう。
Cさんは卒業してから4年目を迎えている。まず習いものの話からはじめ
る。 30年の冬青年学級〈和裁を主とした〉に出席し，その後二冬隣村へ通って
いるが， 1"和裁の方がたやすていいね。こればっか3年間ね。今度は編物をや
るつもりですが，やはり隣村へ出かけます。洋裁は巻へほ左んど行くね。青年
学級でも洋裁教えるけどね，中学校さがった年は4人くらいで(この部落か
ら〉青年学級へいったが，おもしろいととはおもしろいのですが，どうも遊ん
でばかりいて，それに l週間に2へんではだめだなんかいって。先生は和裁が
1人，洋玄知q人で，習うものは和裁20人くらい，洋裁10人くらいでした。生
花やダンスを習われるんだが，時間も少ないしね。」と，当時の青年学級の様
子や，やめたわけを帯して〈れた。そこで，どのくらいのものが縫われるのか
之きくと，作業衣，男女のひといもの〈らいのものだが， 1冬簡たんなもの，
繕い直しを入れて30枚くらいで，材料に苦心し，古いものを更生させたり，よ
その物をぬったりで、やっているが， Cさん自身和服はあまり着たことがなく，
また3年間遭った程度では，よそのものを専門に引受けるなどはできないとの
ことである。和，洋裁，編物のうち何がー・苔佼われるか之を〈主，言下に「洋
裁」といいながらも，洋裁を先にやると，手のおそい和裁がいやになるからと
他の人からもきいたような見解をのべていた。
将来の生活設計については， 1"やっぱり農家の仕事:を続けてゆきたい。一部
の人たちは育姓いやだ之いっているが， H百姓は頭苦どつかわんたっていいし，
町人だば食う心配がある'1なんかいってね。 Jと，どうやら農業に安定感をも
っているらしし 町・人から嫁口があったらと水をむけても， 1"さあ」とにど
い仲間同志の集まりでもそうした話をするが， Cさんの仲間では百姓がいい
という人が多いらしい。楽しみはやはり休日に，町へ出て映画をみたり買物を
することであり，こづかいは必要に応じてもらい，時に明星や平凡〈らいは手
に入れるが，婦人雑誌は買ったことがな<，家の光だけが各戸にはいっている
らしい。
農作業については，兄さんの指図通りに働いており，耕転機など全くさわる
こともないくらいだという。それでいて動かしてみたい習いたい希望をもって
いる。青年間へは， i中学の時は，青年同へは絶対はいらんなどいっていたが，
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でも友達がはし、っていると・ ・。はいると運動会で走らせられるからいやだな
んていうてね。でも 6時になヮて田んぼからあがって練習にも出ています。」
とのこと。そのほか，料理の講習，お花などの計画もあったが，運動会練習な
どでいそがしくてで、きなかったらしrい。青年会場がないため，集まりは各戸ま
わりもちに実施し，何かにつけて不便なので，青年会場がほしいとの話題は出
?ぞ，ぞjf守Eiケキラ零王手?さ?なBkf?ピ下守J手守27に言?な1V之、P51、?。
(制 Eさん，昭30.3，隣村W中卒，父母健在，農業はしていない。
本人は現在，姉の嫁いでいるN部落へ中卒と同時に年雇としてきている。姉
夫婦とEさんの3人で1町8反を耕作している。乳牛1頭を飼育しているが，
この音li落ではここと他家の2軒きりだという。姉さんの話によると， Eさんは
台所仕事より田んぼ仕事が妻子きで、働きものらしいo
5年くらいという計画も中学校卒業後，すぐ、ここへ来ようと，思っていたし，
あったらしく，来年いま 1年おるとのととである。 しかし，その後の生活設計
については，洋裁なんかならって何とかしたいといっており，現在まで3冬は
和裁をやり， もう 1年習いにいく予定でその方での自信がついてきたと語ヮて
いる。洋裁については，経済面で困るから独学でやらなければならなくなるで
しようといい，家庭へはいって内職できるまで何主かしたいともいっている。
嫁入りについては「町家，農家どっちでもいいみたいど。農業はゆったりし
たところがあるし，町人はのんびりしたみたいで、そういう左ころがいい。仲間
の集まりでもそんなこ主話合いますがね。ある人はp おれは頭がないから，百
姓へゆくなんかいっています。町人がいいという人は，肉体労働というような
ことで，百姓のようにつろうないからね。 しかし，町人は食べようと思えば伺
でも金ですし，百姓は食べようと思えば腹いっぱい食える。」と， どちらも長
短があって決しかねている様子である。
部落青年団にも加入しているが，会合など出席できない時も多いという。青
年の集会場がないので，共同作業所へ集ま。て相談したり. ピンボツしたり，
世間話をしたりし，本団(村の青年団本部〉からの伝達などが話合われるとの
ことである。そして，会休日に映画にゆとうとか，弥彦へゆこうとか相談し友
だちとーしょに出かけるという。 「こづかい銭なども月給みたいにもらいたい
一銭 ー
が，希望したってのぞみどおりにならんすけ，あきらめているんだがね。Jとい
い，吉田の町へ出かけるときは， 200円くらいを持っていくということでおる。
中学校時代，家庭クラプが商白くためになったことや，その頃試作した野菜
サラダなんか時々作って家の人を喜ばしているし，和裁なんかもだいたいの道
順がすぐーわかつてのみこんでいるから，大へんためになっている。その他，理
科でならったしみぬきとか.実験したようなことが，黒板に書いて教えられた
ことより頭に残っており，ためになると述懐している。
働いた報酬は文母のところへはいるといい，将来，洋裁のための資金や，嫁
入り時のために貯金されているんじ平ゃないかと問うと，円、ゃ，生活でいっぱ
いだね。はじめから家のために働くつもりでした。でもまど若いからね。やっ
ぱりある程度働いてやって，それから自分で、将来の計画をたてるつもりです。」
と，心のうちを話している。t-..i:こ事務員や工場の工員などいやだというし，姉
の主ころでは，実家にいるよりらくみたいだという。
最後に，農業の仕事:の上で疑問などないかときくと， rあります。どうして
なんだろうと思っただけで，聞かんで、もね。 Jと笑ってしまい， r本なんか割
合好きだから，く若人>など買っているし，昔の有名な作家の書いたものが妻子
きて'す。ラジ太は歌謡曲や浪曲なんかきくし，婦人雑誌は付録みて買います。」
と，文化生活の一端を語ってく・れた。
2. 生産生活と女子青年の人間形成
ここにのせたAさん， Hさんは，高校段階年齢にある人たちで、あり， Cさん
Eさんは農業生活4年目を迎え，年齢からいえば19歳にはいった女子青年でお
る。この他18名の女子青年に面接したが，会えば会うほどに，すべての女子青
年が同じような姿に見えてきてしょうがなかった。長男たちの，個性的でパラ
イテーにとんで、いたのにくらべると 2 あまりにも共通点がにじみ出ている点
が，そう感じさせたのかもわからない。それに，面接しての話しあいが，表商
的なものに左どまって，個性的な持ち味全たしかめ得ない段階に終ったためか
もしれないが，ここに描き出された4人のプロフィ ーノレと，他の18名を比較検
討しながら，現に農業l'こ従事している女子青年の人間形成についてのべてみる
ことにする。
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彼女たちの農業生産における立場は，商接した23名中，
ベて家族従事者， 来たは年震としての立場にあり，単なる労働力の中
けられていた。 そこでは。考える"ことがさして必要てない H経験的技能りの
範囲ての仕事が与えられ，しくまれていく。 。考えようW としても，それを生
かす意欲が出てこないような拐におかれているのである。それは， dてわざ"
や dしきたり"の生活に封じこめられた， d考えない"農民の姿と共通点をも
つのかもしれない。そこからは，新しいものを生み出したれ現状を改卒して
いくようなものの考え方は，生れてきそうにも思われない。 Aさんもいってい
るように，黙々として働く娠が。よい摂"てあり，そうした実績をもつことが
ほめられる嫁となる資格の獲得にも通じてくるのである。したがって， こうし
た農業労動の従属的立場から，解放されたいと願うのは無現からぬことでお
る。商援した多数の女子去年が，決家の嫁になりたくない，ぜめて洋裁にでも
身をたてたいとねがっている。 それは単に労働がつらいからというのではな
ぃ。せめて週休制にてdもしてもらって，はっきりした自分たちの時間安もちた
いとねがい，そうした労働に値する正当な報酬〈と彼女たちはみている〉を欲
しているのであるuHさん.Eさんもそれを強調しているし他の燥さんたちも
そういっている。1m:いられることの少ない労倒'がいやだということは， さらに
嫁となったときの立場にも発展していくのである。嫁がこづかいを実家からも
らってくるような風習がいまだに残っており， 子どもが生れでも，その着衣や
身のまわり品を生霊長にもとめるなど，嫁の地位への同情であり，自分たちがそ
うした立場におかれるかもしれない迎命を，たちきりたいとの願いにも通じて
くるのである。しかし，りした料や矛J"{j-乞どう触したらよいかについ
千早，守7??レ芋亨さき??下it?を?41、なかっ字。長男たちが， Hど
うしたらもっと現金収入を得られるか"と，真剣に之り〈んでいるのに対し，
あまりにも受身の態度なのてεある。定してや，社会的にも家庭的にも，農業労
働が王当にむくいられるような農業をうちたてることが，明るい起訴す社会の建
設につながるという，公式論を示唆するような発言・をするものもほとんどいな
かった。女子青年のおかれている地位_"考える"ことをおまり必要としな
い，労働力之しての寸ー場ーがそうさせているのであり， 家族主義の教育環境
が，そこまで開カ通れてこない事情を物語るとともに，岩室村に展開されている
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女子青年の教育体制が，そうした問題安共通の広場にもち出して，集団思考で
とりくむところまでいっていないためで‘もある。ここにも教育の重要さが認識
されてくるのである。
3.和洋裁教育と生活設計
面接した女子青年は，例外なしに習いもの塾へ通っていた。それも近所や村
よりも，他町村へ出かけるこ之に誇を感じているようにもうけとれた。農業労
働での従属的地位からの解放を，農閑期の習いものにも之めていることは，無
理からぬことと同情される。町への習いもの通いで，町の娘さんなみの服装も
してみたかろうし，塾でのつεいが楽しい社交の場ーとなることも想像される。
公休日の峡函館行きや，半凡，明星などの娯楽雑誌に慰めをもとめ，ラデ3すで
歌謡曲やクイズものを多くきく主いった解放感も3 現実からの逃避之ばかりい
えないであろうし，娘さんらしい農家生活のリズムともうけとれるのである。
ところが，習いものの中にも一つの動かしがたい慣行ができているのに欝かさ
れた。和洋裁，編物のうち，和裁をまず手がけるということが，生活の現実や
課題をのりこえて，固定したシステムとなっておりF 嫁入りの第一の資格が，
和裁一通りを習ったことによって生ずるらしいのである。あるf辛親は， r嫁に
し、って恥をかくとこまりますからね。年よりはお針ができない嫁だなどすく"口
l乏します。せめて，あわせ長着やひとえ長着を縫えるくらいまで通わぜたいと
思っています。二冬通ったくらいではたりまぜん。それが一通りできてから洋
裁です。なかなか金もかかります。」といい，他の母親は， r洋裁を習ってか
ら和裁にいくと，手がおそいのでいやになるようです。それに，洋服などは，
できあい(既製品のこと〉がいくらも安く買えるのでね。洋裁よりは編物の方
が大切なんじ宇ないでし土うか。」ともいっておられた。 Aさんの叔3ともその
ととに言及し，村の女子青年学叡でも和裁をやっているのに，部落から参加し
ない理由にもふれておられる。それは，できるだけ時聞を有効につかって，能
率的にやへる塾の利点をあげ，種々雑多な教育を欲していないことの表明でも
あった。年長の女子青年も，大体それを肯定している。それでいて， d洋裁に
でも身をたてたい"と，漠然たる希望に夢を托している娘さんの多いのも，い
つわらぬ現実の姿てεあって，これからの女性が，このようなあり方でよいかは
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寸
第一の問題といってもよいのである。
しかし，そうした生活の設計も，婚期が近づくにつれて， (村では20歳から
22歳くらいが適期とのことJ，急速に現実的な考え方に変化してくる。自分の
おかれている立場を知って，農業からの逃遊が仮空のものであり，手の届かな
いところにある事突につき当って，一種の諦めに似た気持にさせられるのであ
る。こうして，P4?苧望に反しさ，最零の嫁となるちのが多〈なり，嫁入り
手下手苧ヤ子宇宇苧??頭脳的無明'ptま，和医学，宇苧?宇亭苧掌十まおすじ?
??，号小手苧苧宇手改善が??宇担といっ干，苧史や，社会的発展過程の中
子苧料下山、，農村前芋?開カとしての郁十の地位ゲ，手いF慣の中子
製れる気配が濃化されてくるのである。
4. Fさんの考え方・・・・農家の嫁について
昭27.3，中卒，ただちに普通商佼へ進学し，卒業と同時に家庭の事情で農業
に従事せ~る新えなくなった。兄は農高山であるが身体が弱く ， 農業をやめ
て勤めに出たためである。家庭は母もおられるが農業をやれる年紛ではな
いo Fさんが農業をはじめてから3年， よくもやってこれたと感心するよう
な，いろいろの若心談もきいたが，それは省略して，曲家の嫁についての話
をそのままのせることにする。回 1町4反，牛1頭飼育。
d百姓なんて1 と，学校を卒業したばかりの人たちは口をそろえていうので
す。私はそんなに百姓がk1ftいといったわけではありませんでした。でもこのま
まずっと農業に従JIしようとは考えておらなかったのです。もっともっといろ
んなことや知りたかったでナし，私には笑現するかしないかわかりませんが，
拶があったのです。何らかの形で，農家が少しでも明るい突しい生活をできる
ような仕 fl:をやりたいと.いつも姉と話しあっておりました。
農業をやっておりますうちに，世家の人たちとつきあっていますと，イ"1て無
駄?れ、生活態度干のざろトそして自分たちが生活するのに必要な物に費や
すお金が何て少ないのだろう， とがっかりしてしまいました。私もやっばり百
姓なんてという仲間にはいってしまったのです。
この間村のふしんに広ましたら，百姓がいやだとし、う話がはずみました。 T
さんは d理由なんかなく，百姓ということばからして，何からイ定までいやだ'
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というのです。中卒後まだ2年ですから， それにお父さんもお母:さルも若い
し姉さんもおられるからTさんの気持がわかります。まだ同分のことを深。く
考える必要がないのでこうし、ったのでしょう。 Sさんの場合は，卒業してから
家の様子吃すっかりきかせられ，今はお金がないから倹約すれといわれれば苦手
んでするそうです。そして月々きまったこづかいをもらい，ない時はお互にが
まんしあう之いうふうに家庭だったらいい，というのです。要するにわかりのい
い姑さんのところならいし、といっておりました。私の場合は，農業経営そのも
のに自信をなくしたのと，農家の冠婚葬祭費，出たもの尊重過ぎがたまらなく
いやなのです。農業経営はもっともっと研究すればL、いのかもしれませんが，
土地改良費，予防費，機械類，肥料代，家畜の飼料代，温床の紙代，いろいろ
の共済費，農協の出資金.部落の経費，所得税，村民税，字税，固定資産税な
どとられると，すっからかんとなってしまうのです。その上毎年法事がありま
すし，その費用が1岡どうしても 1万5千円くらいかかります。親類でも毎年
ありますから，そこへ持ってい〈明料とか上産とかいったものは1回5百円く
らいかかるのです。それが私の家の場合，今年はSけん，結婚式が4けん，葬
式が2けん，結婚式，葬式などはどうしても千円以上はかかります。多くなる
土1年に5つも葬式があったなど之いうこ之もありました。知らないe人たちで
もその時だけよびあうのです。私なんか，どっちも迷惑じ叩ないかなあーと思
うのですが，やはり向うからやめてきた場合は喜んで、やめるけど，こちらから
はいい出すことは悪いのだそうです。またやめてくれなど之いし、に行くのは，
私だって嫌だもの之，無理ないk恩わざるをえません。
次に出たもの尊重過ぎははなはだしいのです。ある家の話ですが，弟さんが
町に嫁さんもらって住んでいるのですが， 1年中の米，味噌，野菜，油，しょ
う油と，家でとったものは一番いいととろをもっていくのだそうです。家は長
男とその嫁さん主田んぼを作っておるのですが，その姑さんはきびしく，朝は
早くから夜遅くまで働かせられる家なのです。そしてこづかいは何もくれない
のだそうです。家の嫁さんの子どもたちはあかじみた着物をき，嫁さんはまっ
黒になって働いているのに，回Jの弟さんの奥さんは，毎日1人の子どもをみで
ぶらぶらしており，子どもは三輪車はよし，おもちゃはよし，たくさん与え，
とても呑気に暮しているのです。その上，家を建てるのに40万円出して敷地を
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買うというので， た支りかねた長男が父親にくってかかったのだそうです。
「人のとった米， みそただ会って，毎日のらのら遊んで、おって. また家主主ヮて
くれなんていわれた義理がない。てまいでかせいで建てろ。こっちは毎円かせ
いだって1女もこづかいもくんないで。」と。そしたら， 「大馬鹿者。町人は
皆そうろくそうだの恵〉。ょう考えてみれ，町人で百姓みたいにきったないふう
している者なんかいないわ。このしんしょう(財産〉はおがしんしようだろ。
おがにて会おうと焼いて食おうと勝手ろう。 」とどなられ，ぐうの音もtt!なか
ったと話しておりました。農家の親たちには.こういう考えの人たちが大勢い
るのです。すぐおれの財産だ， Jどうしようと勝手だという気持があり， これが
長男夫婦・との争いとなることがー番多いのです。長男が一度家を出てみると，
有難みがわかるのですが，出たとしても職ぱなし，金ぱなし，家におるほかな
いのですから， ますます貌がはばをきかしてくるらしいのです。どうしたもの
か，家におらえEい出た子〆もがかわいいらしく. どこの家もこういった争いが
Tこえません。
私も農村にこういう問題がなかったら，拝んでとびこんで行くのですがp 笑
際問題として不可能らしいのです。きト下ちシ乎?子?7F苧ず苧零?477下
ト零????干やF4叩日々F やはり自分を殺していかなければならない
さ?字引=?????。それに.これから何かの学校へ行ってからでは.もう
農村にもらい乎はなくなるでしょう。
私ははじめから家をHiるつもりでしたのに， さて行〈となるた， 向分が苦し
い中から逃げ出すような，何かうしろめたい気が寸るのです。できたら，何か
農村の役に立つような仕事をと考えておりますが， どうなるかわかりまぜん。
来年一年すると私の義務は終えて自由になるのですが，その間ゆっくり考えよ
うと思っています。
ある大宮姓のお母さんは， 「おれの燥はおじ嫁にしたい」といっておられま
した。家は実家から建ててもらい，嫁と子どもはきれいにして，電気せんたく
楼や電気釜で，毎日楽しそうに暮らしておるというのです。町.都会がいし、と
は決して思いませんが，農村を嫌うのは， よほどのぼんくらでない限り，一度
は逃げ出したくなるのではないかと思うのです。そして，笑際に百姓の生活を
やってみない人たちのように，都会へあこがれる浮わついた青年之みる綴方は
一部ー
まちがいだといいたいのです。そして，百姓の世界ほか世聞を知らない農村の
親交さんたちに，もっと大きな自を開いて，いろんな世界をみて，自分だけの
やり方に何かあやまヮたことがないかと，考えなおしてほしいのです。農家の
男の人たちはまだ少しはいいのですが，嫁さんたちは本当につらいのです。農
村の人たちがもっともっと目覚めたら，農家の嫁さんに来てが多くて困るとい
うことがないとはいえないで、しょう。主言葉をむすんだ。
このFさんの話の中からは，農村の封建的な空気だけがただよってくるよう
に感じられる。しかし，よく味わってみると，若い換さんの心理を代弁してい
ることに気づかされる。 F さんはまず農家の無駄の多い生活態度~あげてい
る。これはFさんだけの気持ではなく，他の燥さんたちの口からもきかれたこ
とで、あった。若い娘さんたちが衣食住の全般にわたヮて， モノ日や行事より
も，日常生活を大切に考えるようになった結果である。ある母親が， r百姓の
生活はお客様本伎の生活です。 J2:言寄っていられたがp 過去において日常生活
は貧困にたえてすませ，その犠牲によって家の休商を保ってきたのである。し
かしr 若い人たちは反対に，何よりも日常生活を大切に考え合理的な生活を築
きたいと念願している。この日常生活への愛情のめざめこそ， えがたい生活改
革の端ちょとなるのて。あるまいか。またそうるらせたいものである。
出た者尊主主主義も，脅ながらの家族全義の遺風左いってよい。おやじが財布
を独占しているからこそ.無理が通って道理が引っこむ事態も起ってくる。娃
さんたちがこづかいを月給でもらいたいと欲したり，生活全般を月給制にした
ら主考える根拠も， このような現実を認識すればこそといえる。そのために
は，家族の成員がそれぞれの分に応じて，それぞれの稼働の場をもち，各自が
独立採算的な経営を分担する方法の導入もあるであろうし， (農業の多角経営
をやることはこのような方向Vとある程度ふみきれる。〉家計を合理的にすすめ
るための予算生活の建設な乙努力をすればなしうる事例は各地にみられる昨
今であるo
Fさんは，こう した事態をぬきさしならぬものと考えているようである。た
しかにFさん1人の力ではどうにもならないことである。 Fさんが農家の嫁と
なっても，自分を犠牲にして家の平和につくようになるかもしれないし，もの
言わない嫁となるかもわからない。しかし，長男たちが，生産生活を通して，
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平和のうちに向分たちの生活を築くことに成功しているように，おたがいに犯
?ず年?子守ヒ、?与す子?宇中?苧き， ZF5?5??子手?考ウ42手?弘、?
?争??ヒ?。そして家族主義の壁が強大であればあるほど，共同の力でそれ
をつき破る必要があり，女子青年とお嫁さんたち，あるいは詔・人，男子青年た
ちの理解と協力をえて，一歩の前進を期待できるのである。そのような基盤は
やはり話しあいの機会から生れるのであるまいか。 2・の頃でも指摘した集凶思
考一一話しあい学習が，イ"Jらかのかたちでとり入れられるよう，社会教育留か
らの啓蒙 ζ指導が必要で、ゐる
第五節 農耕青年の生活類型!とその教育
1.農業自営青年
これまで述べてきた農耕青年を，生活のタイプからみて大きく類別するなら
ば，三つの異なる青年に類型づけるιとができるのであるまいか。そのうちr
長男はp 土地とつながり農業と結ぼれる自営地でゐり.はっきりした自活型と
みてもよい。彼等は村にふみとどまって.家そうけっさf，これかいっそう突の
あるもの乏していく宿命じ部落に根ざし，村につながる将来が約束されてい
る。彼等の生活圏は家を中心として，近隣部務，村，といった広がりに支配さ
れていくがp 父祖伝来の土地が生命であり，その土地からの収益が生活を規制
して〈る。少しでも収益を増すことは生活を得かにすることであり，ひいては
部落や村への発言力を宣みのあるものとしていく。長男たちが生産生活に真剣
にとりくんでいるのは，こうした現実を理解しているからである。しかしそ
れら官・年の中には，伝統的な惰性に従った考え方で、いるものもあり p それがそ
の主ま放置されるならば，-t場Eに夫!ーして，ただ因習的役無反省な態度?こ陥って
しまうととはいうまでもない。第二節で・のぺた長男たち一一それは現状主して
は前向きの近代符年を目ざしているがーーさえも，やがて壮年となるに及んで
次第に i日態然たる慣習的農業人とならないとは保障しがたいのである。そこ
で， 日常生活の中の課題をみつけ，これを解決しp 次第に自己の農業生活の向
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上と改善ま期することが，教育によって支えられ，指導される必要が生じてく
るわけである。
試みに，岩室村の農業の直面している課題をさぐるならば，総農家戸数737
戸を有L，平均耕作面積1町3反弱であり，農業の課題として，地力の培養が
とりあげられ，家審の飼育と(役牛，馬，豚，乳牛〕厩肥堆肥の増成があいま
って，村の農業に大きな役割を果している。自動耕末子、機の導入が急速に増加し
たのも顕著であるが (5戸に1台の符U)，酪農の将来がこの村の農業形態を大
きくゆさぶろうとしている。現在124頭の乳牛が導入され漸増の傾向にある。
これらの基本問題に加えて， 国j業の導入(隊の飼育や，製縄，養鶏等多種多
様)，野菜3 花井栽培等々，各種の問題がある。これらはどれーっとしてp 長
男層の創意工夫がなくては成り立たないものであって，形式的に技術を伝授し
ただけで、は解決しえないのである。そうした課題の解執が，教育的に取り上げ
られる場が， 4 Hや盛ifクラブ，営農クラブ等のインフォーマノレな課題解決グ
Jレープであり，公的教育機関と しての青年学級あるいは古い伝統の上に組織さ
れている青年団であるといわざるをえない。
2.抱えこみニ，三男
岩雪景村における農家二，三男の少ないとと。したがって早期就職が促進され
ている事情については前にふれた。これは，農村の人口過剰に対する自然の自
衛策といえるのかもしれない。しかし，農村の青少年として育った彼らはp 特
別な教育を受けない限り，近代的な二，三次産業にはいって生活するだけの生
活力をもち難いであろうから，彼らの就職の道は決して安易ではない。全国教.
育研究所連盟の共同研究による調主主〈注2)によっても，二，三次産業就職者
の大半が中小企業に吸収されr そのうちでも，家内工業的な零細企業で，労働
時間も長く，賃金に著しい低賃金で一一不完全雇用一一潜夜失業とよばれるも
のも少なくないことが示されている。それを裏がきするようにr 中学校卒業後
直ちに都市の個人企業等に就職したものが，数年ならずしてほうり出される事
実はz このような中小企業に就職したものの悩みを物語っているといえよう。
こうした都市生活者となる二，三男青少年た制rま，現在は自分の生家に住んで
農業に従事しているとしても，何時かは家を出て住むべき所を他に求めなけれ
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ばならないわけで、ある。とうした一，三男に対して，教育(:t伺を考えるべきな
のであろ うか。
第三節でもふれたように，彼らは現に農業に従事しているのであるから.そ
の現実の上にたって，少なくとも10年くらいの幅を考えた教育を心がけるべき
であるまいか。 現在の生活にどれだけ将来の展望をもたせるかということで，
それがやがて生活の切りかえをするときに役立ってくるわけてがある。そうした
意図は，中学校の教育から留意され，青少年が村に残った場合でも断層をつく
るこ主なく続けられることが望ましいし，それは村をはじめ公的機関の責任に
おいて配慮されることによって，実のあるものとなってくるのである。いわば
閉ざされた農村社会から，広い社会へ出τいくカをもち得るような教育を，現
在の生活を土台にしながら与えるということにほかならない。岩室中学校がr
最近県教育委員会より産業教育指定校として指定され，地域の実態に即した産
業教育の推進に努力し，職業教室.工作室.工作機峨室，家庭科教室等の発備
をはじめ2 それにともなう設備を，職業，家庭科各分野の指導内容に即して指
導できるよう整備したり.進学しないものへの進路指導に努めていることは，
中卒者の将来の生活を予視しての配患であって，青少年のため害ぶべきこ之で
ある。しかしP 中卒後の青少年の教育についてはすでにふれたような状祝であ
ヮて，大きな断層がある現状といえるであろう。とれはひとり岩室村のみの問
題でなく，多くの市町村にみられる傾向なので';!bヲて，これおどんな形でうめ
るかは，今後の大きな課題であろう。
く注2) 本紀要のく勤労青年の職主食生活の推移と教育の機会>を参照されたい。
3.抱えこみ女子青年
村に住む農耕女子青年は，農家という生活環境に育てられながら，実際は村
の生活者とならなかったり，村の生活者主なってもJ他家へ嫁ぐものが大部分
といった遂命をになっている。このような意味で、とれらの女子青年は，二s 三
男同様抱えこみ型といってもよいのである。第四節でみてきたように，彼女た
ちはいろいろの希望をもっている。しかし，将来はいずれかの家庭婦人として
生活することは間違いないことであって， 彼女たちが家庭婦・人としての教義を
身につけるこ左は重要なことである。ただその教養とは，必ずしも料理，お花
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裁趨ばかりではない。 むしろ家庭と社会との関連といった広い視野からの，現
代社会の家庭生活に処していける主婦をこそ望みたい。こうした観点から岩室
村農耕女子青年をみると，すでに指摘したごとし和裁を主とした塾の教育が
圧倒的に多いととがうかんでくる。これは昔も今もあまり変っていないものと
思われる。そこには，伝統的に系列をもった手わざを主とした技術が伝授形成
されていくが，家政学や生活科学に基づく，応用のきく展開といったことは望
み難い。あたかも女子脊年が，家族共同体の巾に位置づけられ育てられていく
人間形成のい2こなみと，軌をーにしているのではないか主すら息われてくる。
それは，農業において，創造と進取的笑践に欠ける dこつ"や d手わざ"の修
練が主であるごとし和裁室生の教育もいちじるし〈伝達的な構造を之っている
からである。とれらが，農耕女子青年の人間形成における重要なカりキュラム
となっていることは，動かしがたい事実であり，学校や，計画的な社会教育の
圏外に成立するこのような人間形成は， ろう固としてぬきがたいものがあるの
でらる。
第六節 農耕青年教育今後の課題
高校段階年齢農耕青年に対する教育的配慮
同じ中学校を卒業して，一方は高校へ進坐し，一方はただちに勤労生活には
いっていく背少年たちをくらべるときp その休位において，はたまた知的発遂
において，両者に相呉、が現われ，勤労青年に停滞阻害がみられることはr 一般
にいわれていることである。このような，勤労者としての育少年の発達を停滞
阻害させている諸要因を，何等かの意味において一掃してやる努力は，国の消
長に関係する重要な問題である。そして教育にとそ，そうした問題を解決する
大きな希望をつなぎうるのであるまいか。
高校段階年齢の勤労青少年は，こうした意味において第一?と考えられねばな
らない対象者でらる。ところが，農村における勤労青少年は，硯突にどれほど
教育的配癒をうけ℃いるのであろうか。絞らの中には，青年学級や4Hクラプ
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青年団にはいったり. あるいは定時制高校，通信教育等に参加オるものもあ
る。そこにはp 公教育として二つの途のあることは切らかで・ある。中等教育と
しての定時制と，青年たちの自由な雰囲気における学習の場としての青年学級
とがそれである。願わくば，定時制が真に勤労と学習を両立すゐ場であり.大
多数の背少年が参加できるならば，まこFに望ましいこ kにちがいない。しか
し，現実に，これは望みうべきことでない。いきおい，広肘青少年がなしうる
ことは， 「f午・学級や自主的学習集団への参加u、うことで‘あって，ここに，そ
うした教育をいかにすすめるべきかが，混突の施策として考えられねばならな
いのである。
第二飾の2でも考察したように，高校段階年齢));1:耕青少年が，基礎的な知識
や技術をどれほど必要としているかを考えさせられた。 1青苧「ー 学級を長男層に限
定したとしても，そこには年齢差や学歴差に応じうる配成が必要であり，それ
は大きく二つに色わけされる必要があるのであるまいか。す々わち， 職業的知
識，技術や，社会人としての教養を，実際生活の状況に応じて吸収させる，高
校段階年齢青少年ま主体とした青年学級と，社会人としての成人の域に近づき
つつある膏年の学級とがそれてある。後者の学級では，生産生活や社会生活に
おける課題解決に;立ちむかう基礎的なものが，ある程度つちかわれて，問題解
決にとりくみうるのであるがs 前者にいきーなりそうしたことを望んでも無理で
あり，そうした基礎的な力を育てることがねらいとなってくる必要があるので
ある。だが，古・年学級のおかれている現状からおして，それは現笑を1了くみす
ぎていると評されるかもしれないし， 1"ないないずくし」などいわれる社会教
育では無玉県もないことであろう。またそれならば，定時制や強化して，青年学
扱を吸収したらよいとの論も出てくるのである。
】かし，庁年学級には，定時制でできないことをなしうる門出な立場がある
ことも前にふれた。いずれにしても，封本は就労青少年にあるわけであって，
中学校教育と，それにつらなる青少年の教育を一連のものと考え，両者の習に
断層かつくらない配慮にゆだねられている。
2.農村青年教育の展開
農村においては，現実にニつの色彩を両極にもった学習集団があるようであ
一以ー
る。一つは生活の場て、実践的生活課題ととりくむ4Hなどの行き方てあり，
つは系統的学習の内容系列を用意し，すくなくとも教室形態の学習を主体とす
る青年学級であって，そのどちらかに傾いた中間的存在の自主的学習集団も数
多いことはいうまてもない。 しカミし，そのどちらも，純粋な学校教育てない点
と，勤労と学習を一体化させたいとねがっていることにおいて一致している。
学校教育でないということは，学校教育ではよく果しえない何ものかを期待し
ているとみられないであろうか。たとえば，主として生産に関する知識や技術
をねらうとき~， 4Hはあくまでも課題的，突践的であり 3 青年学級は学校教育
的な，準備された教育の場といえるのである。 4Hや各種のクラブが，家庭や
地域の生産や生掃の課題を解快することを主目的に， プロジェク 卜と してとり
あげるとき，それにたちむこう知識や技術は，頭につめこんだ物知り的な知識
や技術とは，質的に異なるものを要求される。それは，課題解決の用具として
の知識や技術であり，実践にねざしたいとなみをとおして確実に身についてい
〈ものでもあるが，反面，自然科学や社会科学の基礎理論なしには，発展しえ
ない性格をもっている。プロジェク トの実践だけではゆきづまりをきたし， 実
践と実践をつなぎあわせ，方向づけることが困難となってくるのである。ここ
に系統性をもった基礎学習が要求されてくる。青年学級が，農村青少年の生活
左平野着し，彼等の要望を満たし， しかも教育効果をあげるためには， 系統性と
実践1遣をかみあわせ交流させながら，発展的に学習の展開を構想する必要があ
り，青年学級の消長も，こうした理想をどのように具体化し，実接するかにか
かっているといえよう。
もちろん青年学扱には， こうだというきまった形はいまだに存在しない。そ
の点いかなるものであってもよいわけである。しかし，勤労青年のための教育
としづ立場で考えられるならば，現にその市町村に生活する具体的な勤労青年
に対して行 う教育でなければならず，その日常生活に役立つ教育を考えるべき
であるまいか。これは，実利的な教育ばかりをいっているので、はない。人閣を
つくり，基盤となる基本的な教養を与え，考え方を身につけさせることでもよ
し、。 要はそれぞれの青少年が，生活の問題を中心として，異化的なもの，特殊
なものを通じて，一般的なものを獲得し，それぞれの悩みや解決策を考えるよ
うな教育をすべさてはないだろうか。青少年がその生活の中に感激を覚え， 〉、ー
-必ー
れを正しく解こうとする情熱をもちきたすようにすることによって，真の勤労
青少年教育が成りたつのであるまいか。
む す び
持愛村農耕:青年との箇接をとおして，数Aの資料によって農村青年の人間形
成ととりくんできた。長男，二，三男，女子青年それぞれをとおして，イ何々の
青年をうさりぎりできるように努めたのではあるが，結果は，必ずしも予期した
ものとはならなかったようである。とくに，農村青年の理想像を， I今日ある
姿」ー をとおしてき 「将来あるべき婆_:tcえがきたいと念願し，それを教育との
関連において，客観的なものへ位置づけたい之も考えてきた。しかしP 青年の
像そのものも，見方によっていろいろの婆となしうるのである。山は一つで
も，ながめる場所を変えるとまた変った姿としてとらえられるのと同じであ
る。そうした解釈について，異論をもたれる方A もあり r とくに教育とのつな
がりにおいて，異なった観点から，より具体性と現実性をもった体験や，方法‘
論をおもちの方もあると思われる。それらについて忌たんない御意見，御教示
をいただけるなら幸いである。
最後に，この調査を実施するについて，全面的に伺援助と御協力をくださっ
た清室付教育委員会事務局の方々，岩室中学校長p 現地部落役員，青年団の各
位に厚く感謝の意を表するものである。
なお，この研究を担当し執筆したものは粟賀寅次である。
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